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はじめに
このたびは、プリンターをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本書はプリンターの正しい使い方や使用

上の注意について説明しています。

ご使用いただく前に、本書を必ず最後までお読みのうえ、正しくご使用ください。また、本書が必要になったとき、すぐ

に取り出せるように保管してください。

■重要なお知らせ

・ 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止されています。

・ 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。

・ 本書の内容について万一ご不審な点や誤りなど、お気付きのことがありましたら、お買い求め先へご一報ください

ますようお願いいたします。

・ プリンターを運用した結果については前項にかかわらず責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

■規制、対策などについて

●電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。こ

の装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講

ずるよう要求されることがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

●高調波ガイドライン適合について

プリンターは、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。

JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立正-第 3-2 部：限度値-高調波電流発生限度値（1 相当た

りの入力電流が 20A 以下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標値レベルに適合して設計・製造し

た製品です。

●輸出管理規制について

プリンターを輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制並びに米国輸出管理規制等外国の輸出関

連法規をご確認の上、必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、お問い合わせ先にお問い合わせ

ください。

●保守用部品について

プリンターの保守用部品の保有期間は製造打ち切り後 5 年です。
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■最新プリンタードライバー情報

最新版のプリンタードライバーをリコーインダストリーホームページから入手することが

できます。

インターネット／リコーインダストリーホームページ： http://www.industry.ricoh.co.jp/
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この本の読みかた

シンボルについて

本書で使われている安全に関する注意事項は、次に示す見出しによって表示されます。
これは安全注意シンボルと「警告」および「注意」という見出し語を組み合わせたものです。

これは、安全注意シンボルです。人への危害を引き起こす潜在的な危険に注意を

喚起するために用います。起こりうる傷害または死を回避するためにこのシンボ

ルのあとに続く安全に関するメッセージに従ってください。

警告 これは、死亡または重大な傷害を引き起こすかもしれない潜在的な危険の存在を

示すのに用います

注意 これは、軽度の傷害、あるいは中程度の傷害を引き起こすおそれのある潜在的な

危険の存在を示すのに用います。

注意 これは、プリンターの重大な損害、または周囲の財物の損害を引き起こすおそれ

のある潜在的な危険の存在を示すのに用います。

［　］画面のキーの名称を示します。
【　】操作パネルのスイッチの名称を示します。

安全上のご注意

表示について

本書およびプリンターへの表示では、プリンターを安全に正しくお使いいただき、あなたや他の
人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな表示をしています。その表示
と意味は次のようになっています。

警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重大な傷害を負

う可能性が想定される内容を示しています。

注意 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定さ

れる内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

表示の例

△の図記号は注意していただきたいことを示し、△の中に「感電注意」などの注意事項の絵

が描かれています。

の図記号は行ってはいけないことを示し、 中に「分解禁止」などの禁止事項の絵が描か

れています。

●の図記号は行っていただきたいことを示し、●の中に「電源プラグをコンセントから抜け」

などの強制事項の絵が描かれています。
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プリンターを安全にお使いいただくために以下の内容をお守りください。

　　　警告

異常な熱さ、煙、異常音、異臭
万一異常が発生した場合は、電源スイッチを OFF にし、電源プラグをコンセントから抜いてく
ださい。そのまま使用すると、感電、火災の原因になります。また、すぐに電源プラグを抜け
るように、コンセントの周りには物を置かないでください。

ケースカバーの取り外し
ケースカバーを取り外さないでください。内部に高電圧の部分があり、触れると感電の原因に
なります。

アース線の接続
感電防止のために、アース付きのコンセントに接続してください。接続しないと感電するおそ
れがあります。
・コンセントのＮ線がアースに接続されていることを確認の上接続してください。
・アース線は専門業者の施工したコンセントのアース端子に接続してください。

プリンター内部への異物の混入
通気孔などから内部にクリップや虫ピンなどの金属類や燃えやすい物などを入れないでくだ
さい。そのまま使用すると、感電や火災の原因になります。

電源コードの扱い
電源コードは必ず付属のものを使用し、次のことに注意して取り扱ってください。取り扱いを
誤ると、電源コードの銅線が露出したりショートや一部断線で、過熱して感電や火災の原因に
なります。
・ものを載せない
・引っ張らない
・押しつけない
・折り曲げない
・加工しない
・熱器具のそばで使わない
・束ねない

プリンターの上に物を置く
花びん、植木鉢など水の入った容器や虫ピン、クリップなどの小さな金属物を置かないでくだ
さい。内部に入った場合、そのまま使用すると、感電や発煙、発火の原因になります。

電源プラグの抜き差し
・電源プラグをコンセントに差し込むとき、または抜くときは必ず電源プラグを持って行って
ください。電源コード部分を引っ張るとコードの一部が断線してその部分が過熱し、火災の
原因になります。

・休暇や旅行などで長期間ご使用にならないときは、電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。使用していないときも通電しているため、万一、部品破損時には火災の原因になりま
す。

・電源プラグをコンセントから抜き差しするときは、乾いた手で行ってください。濡れた手で
行うと感電の原因になります。
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電源プラグの接触不良やトラッキング
電源プラグは次のようにしないと、トラッキングの発生や接触不良で加熱し、火災の原因にな
ります。
・ 電源プラグは根本までしっかり差し込んでください。
・ 電源プラグは、ほこりや水滴が付着していないことを確認し、差し込んでください。付着し
ている場合は、乾いた布などで拭き取ってから、差し込んでください。

・ グラグラしないコンセントを使ってください。

落下などによる衝撃
落下させたり、ぶつけるなど衝撃を与えないでください。そのまま使用すると、火災の原因に
なります。

使用する電源
使用できる電源は交流１００Ｖです。
それ以外では使用しないでください。電圧の大きさに従って内部が破損したり加熱・劣化して
感電や火災の原因になります。

修理・改造・分解
自分で修理や改造・分解をしないでください。火災や感電、やけどの原因になります。
特に電源ユニット内部は高電圧部が数多くあり、万一さわると危険です。

日本国外での使用
プリンターは日本国内専用です。電圧の違いや環境の違いにより国外で使用すると火災や感電の
原因になります。また他国には独自の安全規格が定められており、本プリンターは適合していま
せん。

タコ足配線
同じコンセントに多数の電源プラグを接続するタコ足配線はしないでください。コードやコン
セントが過熱し、火災の原因になるとともに、電力使用量オーバーでブレーカーが落ち、ほか
の機器にも影響を及ぼします。

温度差のある場所への移動
移動する場所間で温度差が大きい場合は、表面や内部に結露することがあります。結露した状
態で使用すると、発煙、発火や感電の原因となります。使用する場所で、数時間そのまま放置
してからご使用ください。

湿気やほこりの多い場所での使用
浴槽、洗面台、台所の流し台、洗濯機など、水を使用する場所の近傍、湿気の多い地下室、水
泳プールの近傍やほこりの多い場所では使用しないでください。電気絶縁の低下によって火災
や感電の原因になります。

通気孔
通気孔は内部の温度上昇を防ぐものです。物を置いたり立てかけたりして通気孔をふさがない
でください。
内部の温度が上昇し、発煙、発火や故障の原因になります。

揮発性液体の近くでの使用
マニキュア、ペディキュアや除光液など揮発性の液体は、プリンターの近くで使わないでくだ
さい。プリンターの中に入って引火すると火災の原因になります。
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プリンターを安全にお使いいただくために以下の内容をお守りください。

　　　注意

プリンター内部品への接触
使用直後のプリンターの印刷機構部は、高温になっています。冷めるまで待ってください。触
れるとやけどの原因になります。

アルミ電解コンデンサーについて
このプリンターに使用されているアルミ電解コンデンサーは有寿命部品です。設計寿命は、終
日１０時間使用で約５年です。寿命になると、電解液の漏れや枯渇が生じます。特に電源ユニ
ットでの電解液漏れは、発煙の原因になることがあります。また、業務用など昼夜連続運転相
当では５年より寿命は短くなります。これらの危険を避けるために、設計寿命を越えて使用す
る場合は、保守会社にご相談してください。

金属などの端面への接触
移動するなどで鉄板やプラスチックなどの端面に触れる必要がある場合は、注意して触れてく
ださい。けがをするおそれがあります。

不安定な場所での使用
傾いたところや狭い場所など不安定な場所には置かないでください。印刷中のプリンターは強
い振動を発生するため、落ちたり倒れたりして、けがをするおそれがあります。
また、セットカバーをあけて消耗品の交換などを行っている時に、セットカバーが閉じてけが
をするおそれがあります。

目的以外での使用
踏み台など目的以外に使用しないでください。壊れたり倒れたりして、けがや故障の原因にな
ります。

ケーブルの接続
ケーブルは足などに引っかけないように、配線してください。足をひっかけると、けがをする
おそれがあります。

プリンターの位置移動
プリンターの質量は、本体のみで約 145kg あります。プリンターを移動、移設する場合にはお
買い求めの販売店にご相談ください。

リボンセパレーター
リボンセパレーターのエッジは鋭利になっていますので、触れないでください。けがをするお
それがあります。
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屋外での使用
屋外では使用しないでください。故障の原因になります。

プリンターの廃棄
プリンターを廃棄するときには、廃棄物管理表（マニュフェスト）の発行が義務づけられてい
ます。詳しくは、お買い求め先にご相談いただくか、各都道府県産業廃棄物協会にお問い合わ
せください。廃棄物管理表は、（社）全国産業廃棄物協会に用意されています。

動作中のカバーの開閉
プリンターのカバーは動作中に開けないでください。けがの原因になります。

電波障害について
ほかのエレクトロニクス機器に隣接して設置した場合、お互いに悪影響を及ぼすことがありま
す。特に近くにテレビやラジオなどがある場合、雑音が入ることがあります。その場合は、次
のようにしてください。
・テレビやラジオなどからできるだけ離す
・テレビやラジオなどのアンテナの向きを変える
・コンセントを別にする
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　　注意のラベル位置について

プリンターには、下記に示す位置に安全にお使いいただくための、　　注意のラベルがあります。表示にし

たがって安全にお使いください。

本コンセントはプリントサーバ専用(AC100V/0.8A
以下)です。他のものは接続しないでください。
ヒューズに触れたり、専用ヒューズ以外を取付け
ると感電・故障の原因になりますのでヒューズの
交換は保守員にご依頼ください。保守員の方へ：
ﾋｭｰｽﾞ(1A)交換の際はAC ﾌﾟﾗｸﾞを抜き実施ください｡

注　意

注  意
カバーの中には可動部及び発熱部があり
ます。
取り外した場合指などにけがやヤケドの
危険があるため保守教育を受けた方以外
は取り外さないで下さい。
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１章　お使いになる前に

この章では、プリンターの主な特長や製品の内容、使用上の注意事項、

各部の名称とはたらき、設置方法、リボンカセットの取り付け、電源の

投入／切断について説明します。
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1

1 章　お使いになる前に

製品の内容

お使いになる前に、以下の製品がそろっていることを確認してください。

プリンター本体

リボンサブカセット

(１個)

リアフェンス

プリンタードライバー

(CD-ROM １枚)

取扱説明書

(本書　１冊)

テスト用紙

・本プリンターにはプリンターケーブルは含まれていません。プリンターケーブルは、別

途用意してください。なお、不明な点については、担当営業または販売店までお問い合

わせください。

リボンカセット

電源コード

カールコレクター
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1

使用上のご注意

このプリンターを使用する際には、以下の点に十分留意されるようお願いします。

不明な点については、担当営業またはお買い上げの販売店にご相談ください。

設置場所について

湿気やほこりの多い場所での使用

浴槽、洗面台、台所の流し台、洗濯機など、水を使用する場所の近傍、湿気の多い地下室、水泳

プールの近傍やほこりの多い場所では使用しないでください。電気絶縁の低下によって火災や感

電の原因になります。

・長時間直射日光の当たる場所や、エアコンの前など極端に温度や湿度が変わる場所には設置

しないでください。

温度と湿度が、以下の範囲内の場所に設置してください。

周囲温度:5℃～40℃

周囲湿度:30％～80％（結露しないこと）

・水平で安定した場所に設置してください。

・通風口をふさがないでください。

・振動のある場所には設置しないでください。

・落としたり、ぶつけたりして衝撃を与えないでください。

・ほこり、腐食性ガス、潮風にさらされる場所は避けてください。

・磁石はもちろん、テレビやスピーカーなど磁気の強いものの近くに設置しないでください。

・紙など燃えやすいものの上に設置しないでください。

プリンターを設置するときに必要なスペース

は、右図のとおりです。十分なスペースがな

いと正しい設置や操作ができません。図を

参考にしてゆとりのある水平な設置場所を

確保してください。

単位：ｍｍ

プリンター

830

830

700700

(前面)

！　　警告
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1

電源について

次の電圧、周波数の範囲の電源を利用してください。

・電源電圧:AC100V±10%

・電源周波数:50/60Hz,±2Hz

万一、プリンターから発熱・異臭・異常音が発生したら、すぐに電源を切断した上で、保

守会社へご連絡ください。

感電や発火・発煙のおそれがあります。

！　　警告
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1

各部の名称とはたらき

外観と名称

前面

背面

操作パネル

用紙挿入部

用紙収納部

セットカバー

電源スイッチ

フロントドア

リアフェンス

リアドア

カールコレクター
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1

機構部の名称と機能

11

10

5

9

4

2-1

6

12

7

3

8

2-2

1
13
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1

番号 名　　称 機　　　　能

1 インデックススケール
印刷用紙を取り付けるとき，印刷開始行を合わせるために使用

します。

2-1 トラクター

2-2 トラクターロックレバー

用紙幅や印刷桁位置合わせをするときに使用します。

トラクターロックレバーをつまむとロックが外れてトラクター

を左右に移動することができます。レバーを離すとロック状態

になります。

3 マニュアルフィードノブ 用紙を手動で送るために使用します。

4

プラテン開閉レバー

開…用紙，インクリボンの交換

全開…用紙ジャムの修復，

リボン，用紙走行路

の清掃，リボンセパ

レーターの点検

用紙やインクリボンの交換を容易にするため紙送り部を開閉し

ます。レバーを後に押すと「開」の状態になります。さらにレ

バーを右に押しながら後ろに押すと「全開」状態になります。

（用紙ジャムの修復，リボン，用紙走行路の清掃作業およびリ

ボンセパレーターの点検の時だけ「全開」の状態にします。こ

の場合以外では「全開」の状態にしないでください。「全開」に

すると印刷用紙の印刷開始位置がずれてしまいます。）

5 コラムアジャストノブ
水平方向の用紙位置を微調整するために使用します。

調整範囲は約 5mm です。

6 コラムスケール 印刷桁の水平方向の位置合わせをするときに使用します。

7 用紙厚調整レバー
用紙の厚さに応じてハンマーとプラテン間の間隔を変えるとき

に使用します。

8 リボンフィードノブ
このノブを時計方向に回すことによりインクリボンを手動で走

行させることができます。

9 ペーパープレスホルダ リボンカセットの取り付け取り外しのとき開閉します。

10 セットアーム リボンカセットを交換するときに使用します。

11 ラインカウンター（6 桁）
プリンターで印刷したライン数を×2400 ドットライン（＝×

100 行）単位で表示します。

12 センタペーパーガイド

用紙のたるみをおさえるため，トラクター間のほぼ中心に設置

して使用します。（トラクター間の中心に設置しないと，印刷品

質が悪くなる場合があります。）

13 リボンカセット インクリボンを収容するケースです。
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1

プリンターの設置

プリンターが届いたら、箱から出して輸送用梱包材を取り外し、フェンスを取り付けてパソコンや

電源と接続します。

設置手順

プリンターは下記の手順を確認しながら設置してください。

１ 　輸送用テープ等の取り外し

２ 　添付品の取り出し

３ 　プリンターの設置について

４ 　リアフェンスとカールコレクタの取り付け

５ 　パソコンとの接続

６ 　電源コード（プラグ付コード）の接続
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1

輸送用テープ等の取り外し

輸送中の振動などからプリンターを保護するため、輸送用テープが取り付けられています。

プリンターを使用する前に、必ず取り外してください。

ポリ袋をかぶったりすると窒息するおそれがあります。特に小さなお子様のいる所では、

取り出したらすぐにお子様の手の届かない所へかたづけてください。

１ 　電源コ－ドの取り外し

　①　電源コ－ドを固定している接着テ－プを取り外してください。

　②　電源コ－ドをビニ－ル袋から取り出し、プラグを包んでいるエア－キャップを取り外してくださ

い。

　③　カバ保護のミラ－マットを取り外してください。

！　　警告
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1

製品荷札

２ 　各種銘板等の取り外し

　①　「フォ－クリフト挿入方向」指示銘板（前後ドアに各１枚貼り付け）、「フォ－クリフト挿入禁止

　　　　方向」指示銘板（装置側面カバに各１枚貼り付け）を取り外してください。

　②　「製品荷札」を取り外してください。

　③　フロントドアを開き、フロントドア内側のポリシ－トから構成品一覧表を取り外してください。
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1

３ 　フロントドア､リアドア､サイドドア､Ｉ／Ｆカバ､セットカバの梱包材取り外し

　①　フロントドア､リアドア､サイドドア､Ｉ／Ｆカバ､セットカバ固定用接着テープを取り外して

　　　ください。

　②　セットカバに貼ってあるミラーマットを取り外してください。

４ 　機構部固定用接着テープおよび保護材の取り外し

　①　セットカバを開いて、ＦＴレバ、オープンレバおよびリボンカセットを固定している接着テー

　　　プを取り外してください。

　②　オペレータパネル部保護用ミラーマット、および接着テープを取り外してください。

セットカバ

接着テープ

フロントドア

Ｉ／Ｆカバ

接着テープ 接着テープ

サイドドア
接着テープ

リアドア 接着テープ

接着テープ

接着テープ

ミラーマット

接着テープ

接着テープ

接着テープ

接着テープ

接着テープ

リボンカセット

ペーパセンタガイド

トラクタ

ＦＴレバ

オープンレバ

オペレータパネル

ミラーマット
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1

添付品の取り出し

１ フロントドアを開け、ホッパ部から接着テ－プを外し、テスト用紙およびアクセサリ梱包箱を取り出し

てください。

２ アクセサリ梱包箱の接着テープを外し、カールコレクター、リボンサブカセット、プリンタードライバ

ー、取扱説明書、リアフェンスを取り出してください。

アクセサリ梱包箱

プリンタードライバー

（ポリ袋包装）

カールコレクター

リボンサブカセット

リアフェンス

取扱説明書

（ポリ袋包装）

接着テープを示す。

テスト用紙（ポリ袋包装）
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1

プリンターの設置について

１ インタフェ－スケ－ブル取入れ口の位置に装置を移動してください。

注：本作業は床下空調の時のみ適用

２ スパナまたはモンキ－レンチを用いてレベリングボルト４本を均等に下げ、キャスタが床面より１～２

ｍｍ離れるように設置してください。

　　　　　　
留意事項

・レベリングボルト設置後、プリンター本体が水平になっていることを確認してください。

（キャスタ４ヶ所とも、床から１～２ｍｍ内でほぼ同じように浮いていること）

・レバリングボルトが、４本とも床に接触していることを確認してください。

１～２ｍｍ（４ヶ所同一）

キャスタ

床面

レベリングホルト
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1

リアフェンスとカールコレクターの取り付け

リアフェンスとカールコレクターは、リアドアを開けスタッカ部に取り付けてください。

リアフェンスは、目盛「１１」の箇所に取り付けてください。

カールコレクターは、目盛「１０～１２」の箇所に取り付けてください。

尚、使用する用紙の長さに応じてリアフェンスとカールコレクターを取り付けてください。

リアフェンス

カールコレクター

リアドア

リアフェンス用

目盛り

カールコレク

ター用目盛り
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1

パソコンとの接続

このプリンターは、IEEE1284 準拠のパラレルインターフェースを備えています。

プリンターケーブルは純正品をご利用ください。

プリンターケーブルを抜き差しするときは、必ずパソコンと本プリンターの電源を切り、電源プラグ

をコンセントから抜いたあとに行ってください。感電の原因となります。

プリンターケーブルの接続は間違いがないようにしてください。

誤った接続状態で使用すると、プリンター本体およびパソコン本体が故障する原因となることがあ

ります。

１ プリンター本体の電源スイッチがＯＦＦ（○）側に倒れていることを確認してください。

２ Ｉ／Ｆカバの上部を手前に引いて、Ｉ／Ｆカバを取り外してください。

３ Ｉ／Ｆホールマスク取り付け＋ネジを外し、Ｉ／Ｆホールマスクを取り外してください。

４ Ｉ／Ｆホールマスクを取り外した穴からプリンタケーブルを引き込んで、コネクタにプリンタケーブル

のコネクタを接続してください。接続した後、ロックピン（2 本）でロックしてください。

５ Ｉ／Ｆホールマスクを元の位置に戻し、Ｉ／Ｆホールマスク取り付け＋ネジで取り付けてください

６ Ｉ／Ｆカバを元の位置に戻して、取り付けてください。

７ プリンタケーブルのもう一方のプラグをパソコンに接続する。

接続の方法は、お使いになるパソコンのマニュアルをご覧ください。プリンタケーブルは、純正品を使

用してください。

！　　警告

！　　警告

プリンタケーブル

ロックピン

　　　　　コネクタ

Ｉ／Ｆホールマスク

Ｉ／Ｆホールマスク取付け＋ネジ

Ｉ／Ｆカバ



1 章　お使いになる前に

1-16

1

電源コード（プラグ付コード）の接続

・ 表示された電源電圧以外のコンセントは使用しないでください。また、タコ足配線をしないで

ください。火災・感電のおそれがあります。

・ 必ずアース付きのコンセントを使用してください。

アース接続を行わないで、万一漏電した場合、火災・感電の恐れがあります。なお、アース

接続出来ない場合は、販売会社または保守会社にご相談ください。

・ 上位装置または他の機器のサービスコンセントは使用しないでください。装置の故障や火災

の原因となります。

・ 電源プラグは、根元まで確実に差し込んでください。

・ 電源コードは、必ず付属のものを使用してください。

１ プリンター本体の電源スイッチがＯＦＦ（Ｏ）側に倒れていることを確認してください。

２ 電源コ－ドのプラグを電源コンセントに差し込んでください。

！　　警告

電源コードのプラグ

電源スイッチ
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1

電源の投入と切断

購入後初めてプリンターに電源を入れるときは、次の点を確認してください。

・輸送用テープが取り外してあること。

・電源コンセントの電源電圧が 100V、22A 周波数が 50 または 60Hz であること。

・電源の切断は、緊急の場合を除いて必ず電源スイッチで行ってください。

 電源プラグを電源コンセントから抜いて電源を切ると、プリンター内の回路を傷めたり、印刷デー

　タを壊したりする場合があります。

・印刷ハンマが動いているときは、電源を切らないでください。

・電源を切ったあと、再び電源を入れる場合は５秒以上待ってください。

 ５秒以内に電源を入れると、電源を入れることができない場合があります。

 電源が入らなくなった場合は、一度切ったあと、３０秒以上たってから入れなおしてください。

！　　注意

留意事項

電源オフ直後、操作パネルのメッセージ表示部に「ＰＯＷＥＲ　ＡＬＡＲＭ」等のメッセージが表示さ

れる場合がありますが、機器には異常がありません。
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1

電源の入れかた

１ フロントドア右上にある電源スイッチを

オンにしてください。

（スイッチの「｜」側を押します。）

２ 操作パネルの電源ランプが点灯します。

３ 操作パネルの準備完ランプが点灯します。

電源の切りかた

１ 印刷が終了していることを確認してくださ

い。

２ フロントドア右上にある電源スイッチを

オフしてください。

（スイッチの「○」側を押します。）

３ 操作パネルの電源ランプが消灯します。

アラーム改頁 準備完

電源

アラーム改頁

電源

準備完

留意事項

電源が入らない場合、またはアラームラン

プが点灯し、操作パネルのステータスにメ

ッセージが表示された場合は、６章「メッ

セージとその対応」を参照してください。

アラーム改頁 準備完

電源
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オプションの取り付け

オプションのプリントサーバは次の手順を確認しながら取り付けでください。

プリントサーバを取り付けたあと、テスト印刷を行います。用紙のセット方法は、「４章 用紙のセットと取

り外し」を参照し、添付品のテスト用紙をプリンターにセットしてください。

・弊社指定のプリントサーバ以外を使用しないでください。

・ケーブル類はしっかり差し込んでください。誤動作や故障の原因になることがあります。

留意事項

・プリントサーバに関しては、プリントサーバの取扱説明書を参照してください。

・ネットワークケーブルはしっかり差し込んでください。

・プリントサーバを接続する前に必ず、「３章 設定モード」を参照し、双方向通信を“有効”に設定後、

　一旦プリンタの電源を切ってください。

１ プリントサーバとプリントサーバの添付品準備

２ プリントサーバのプリンターへの取り付け

３ プリントサーバからテスト印刷を行う

４ ネットワークケーブルのプリンターへの接続

！　　注意
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この章では、プリンタードライバーの概要、インストールの方法について

説明します。

２章　プリンタードライバー



本書中では、上記オペレーティングシステムをそれぞれ Windows Server 2012、Windows Server 2012 R2、

Windows 10、Windows Server 2016、Windows Server 2019、Windows Server 2022、Windows 11と表記しています。

Windows 10（日本語版）
Windows Server 2016（日本語版） 
Windows Server 2019（日本語版）
Windows Server 2022（日本語版）
Windows 11（日本語版）

Microsoft®Windows Server®2012 Operating System 日本語版

Microsoft®Windows Server®2012 R2 Operating System 日本語版

Microsoft®Windows®10 Operating System 日本語版

Microsoft®Windows Server®2016 Operating System 日本語版

Microsoft®Windows Server®2019 Operating System 日本語版

Microsoft®Windows Server®2022 Operating System 日本語版

Microsoft®Windows®11 Operating System 日本語版
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2 章　プリンタードライバー
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2 章　プリンタードライバー
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　　［このプリンターを共有しない（O）］をチェッ
クし、［次へ（N）］ボタンをクリックしてください。
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Windows Server 2016用プリンタードライバーのインストール

Windows Server 2016 を起動してください。
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2 章　プリンタードライバー

「D:\W2016」
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　　［このプリンターを共有しない（O）］をチェッ
クし、［次へ（N）］ボタンをクリックしてください。
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Windows Server 2019/2022

Windows Server 2019/2022 を起動してください。

［スタートメニュー］ より 「コントロールパネル」 をク

リックします。
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2
以下のメッセージが表示されます。

（プリンタドライバの入ったメディアがあればセット

してください）

［製造元のファイルのコピー元 （C）：］ の入力ボッ

クスに、 プリンタドライバのファイルが存在するパス

を 例）のように入力し、 ［OK］ ボタンをクリックしてく

ださい。通常［製造元のファイルのコピー元（C）：］と

して「Ａ：￥」ドライブが表示されます。

例）Ｄドライブの場合

　　　 「Ｄ:\W2019」
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　　［このプリンターを共有しない（O）］をチェッ
クし、［次へ（N）］ボタンをクリックしてください。
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 [スタートボタン］-「検索するには～」を

クリックし「コントロール パネル」と直接

入力します。 

検索結果より「コントロールパネル」を

クリックします。 

 以下のメッセージが表示されたら、「手

動で追加」をクリックしてください。  

 「プリンターとスキャナー」-「デバイス

の追加」をクリックしてください。 

Windows 11 を起動してください。 
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例）D ドライブの場合
「D：\Win10」
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　　［このプリンターを共有しない（O）］をチェッ
クし、［次へ（N）］ボタンをクリックしてください。



＜空白ページ＞
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３章　プリンターの機能とその使いかた
3-1

この章では、プリンターの操作パネルの機能とその使い方について

説明します。
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3 章　プリンターの機能とその使いかた

操作パネル部の名称とはたらき

操作パネルのスイッチとランプ

１ 電源ランプ（緑色）

　　電源が入っているとき点灯します。

２ アラーム

　　障害が発生したときに点灯します。

３【準備完】スイッチ

　　（準備完状態または準備未完状態で使用）

　　準備完状態（上位装置からの印刷データを

　　印刷できる状態）と準備未完状態（印刷が

　　できない状態）を切り替えます。

　　押すたびに準備完状態と準備未完状態が交

　　互に切り替わります。

＊ 印刷中に用紙切れとなったときに押すと、

　１行分のデータの印刷・改行を行います。

４ 準備完ランプ（緑色）

　　準備完状態のときに点灯します。

　　準備未完状態のときに消灯します。

５【改頁】スイッチ（準備未完状態で使用）

　　押すと１頁分の紙送りを行います。

６【改行】スイッチ（準備未完状態で使用）

　　押すと１行分の紙送りを行います

７【前進】スイッチ（準備未完状態で使用）

　　１度押すと用紙を約 0.28 ㎜（1/90 インチ）

　　上に送ります。

　　押し続けると約 0.28 ㎜ずつ連続して紙送

　　りを行います。

８【後退】スイッチ（準備未完状態で使用）

　　１度押すと用紙を約 0.28 ㎜（1/90 インチ）

　　下に送ります。

　　押し続けると約 0.28 ㎜ずつ連続して紙送

　　りを行います。

９【メニュー】スイッチ（準備未完状態で使用）

　　押すとメニュー設定モードに移行します。

　　メニュー設定やテスト印刷を終了するとき

　　に押します。

10【シフト】スイッチ（準備未完状態で使用）

　　押すと設定モードとテスト印刷モードを切

　　り替えます。

　　また、設定モードの項目を変更するときに

　　押します。

11【エンター】スイッチ（準備未完状態で使用）

　　３秒以上押すとブザーを 0.5 秒鳴動させ現

　　在の印字ヘッド位置が頁先頭行に設定され

　　ます。

　　またメニュー設定時に設定値の登録やテス

　　ト印刷を実行します。

12【リセット】スイッチ

　　（準備未完状態または障害発生時で使用）

　　押すとリセット可能エラーを解除します。

　　また、ブザーの鳴動を停止します。

13【印刷モード】スイッチ

　　（準備未完状態で使用）

　　押すと印刷モードを通常→高品位→高速→

　　通常・高濃度→高品位・高濃度→高速・高

　　濃度→通常の順に切り替えます。

14 高濃度ランプ（緑色）

　　高濃度モードのときに点灯します。

15 高速（90dpi）ランプ（緑色）

　　高速モードのときに点灯します。

16 高品位（180dpi）ランプ（緑色）

　　高品位モードのときに点灯します。

17 通常（120dpi）ランプ（緑色）

　　通常モードのときに点灯します。

18 ステータス（メッセージ表示部）

　　プリンターの状態を表示します。

高濃度

高速

高品位

通常

印刷モード リセット

ステータス

前進

エンター シフト メニュー

アラーム

後退

改頁 準備完

電源

改行

18       7    5    4    1

 13     12  11  10     9    8    6  3    2

14
15
16
17
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印刷モードの変更のしかた

１ プリンターを準備未完状態にする

　　【準備完】スイッチを押し、準備完ランプを

　　消灯させます。

２ 印刷モードを選択する

　　【印刷モード】スイッチを押して、印刷モ

　　ードを選択します。

　　【印刷モード】スイッチを押すと、①通常

　　→②高品位→③高速→④通常・高濃度→⑤

　　高品位・高濃度→⑥高速・高濃度→①通常

　　の順でランプの点灯が切り替わります。

　　ランプが点灯した箇所が印刷モードの状態

　　を表示します。

３ プリンターを準備完状態にする

　　【準備完】スイッチを押し、準備完ランプ

　　を点灯させます。

高濃度印刷について

濃度の濃い印刷ができます。

主に６枚以上の多部紙（８枚まで）を印刷するとき

に使用してください。

高濃度印刷モードは設定により、二重印刷、段差紙

印刷、段差紙二重印刷の３通りから選択できます。

設定のしかたについては P.3-6「プリンターの設定

項目を変更する」を参照してください。

高濃度印刷時の動作

　二重印刷

　　同一行に２回印刷を行い複写力を向上させ

　　ます。

　　印刷速度は半分になります。

　段差紙印刷

　　部分的に用紙厚が異なる多部紙（30 ㎏紙

　　２枚分相当）を印刷するときに使用します。

　　印刷速度は約２０％遅くなります。

　段差紙二重印刷

　　段差紙印刷で、さらに二重印刷されます。

　　複写濃度は、段差紙印刷よりも濃くなりま

　　す。

　　印刷速度は約６０％遅くなります。

注意

　二重印刷、段差紙印刷は印刷機構部の寿命に

　影響を与えますので、必要なときのみ使用さ

　れるようおすすめします。

　とくに高濃度印刷で薄紙（１部紙等）を使用

　すると寿命が極端に短くなります。

留意事項

・ パソコンから印刷するには、プリンタードライバーのソフトウェアをインストールする必要があり

ます。2 章「プリンタードライバーのインストール」を参照してください。

・ 印刷モードの切り替えは、コマンドが優先されます。コマンドによる印刷モードの切り替えを無効

にするにはメニュー設定の「印刷モード変更契機」を「パネルノミ」に設定してください。

P.3-6「プリンターの設定項目を変更する」を参照してください。

準備完

　①　　　　 ②　　　 　③

高濃度

通常

高品位

高速

印刷モード

高濃度

高速

通常

高品位

印刷モード

高濃度

高品位

印刷モード

高濃度

高速

通常

高品位

印刷モード

通常印刷 高品位印刷 高速印刷

高品位

高速

高濃度

通常

印刷モード

通常

高濃度印刷

高速

高濃度

通常

高品位

印刷モード

高品位

高濃度印刷

高品位

高濃度

通常

高速

印刷モード

高速

高濃度印刷

　④　　 　　⑤ 　　　　⑥
用紙厚さが異なる用紙の例
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ステータス（メッセージ表示部）

操作パネルのステータスには１６桁×２行のメッセージ表示部があります。

メッセージを表示する内容は次の３種類に分けられます。

状態表示　　　：プリンターの状態を表示します。

エラー表示　　：異常が発生したときに、その内容を表示します。

メニュー表示　：メニューモードのときはメニューおよび設定内容を表示します。

状態表示例

　イニシャル動作中に表示します。

　準備完状態のときに表示します。

　

　準備未完状態のときに表示します。

　ペーパーオーバーライド状態のときに表示し

　ます。

　リボン交換警告中のときに表示します。

　プラテンオープンレバーの操作により、プラ

　テンが開いている（後退している）ときに表

　示します。

　用紙がプリンターにセットされていないとき

　および、印刷中に用紙がなくなったときに

　表示します。

　リボンカセット取り付け、取り外しのときに

　操作したペーパプレスホルダが、開いている

　ときに表示します。

エラー表示例

　用紙のジャム、破れなどのため、用紙が正常

　に送られていないときに表示します。

　リボンのジャム、破れなどのため、リボンが

　正常に送られていないときに表示します。

　印刷中にプラテン、ペーパプレスホルダを

　開いたときに表示します。

　＊エラー表示については、6 章「メッセージ

とその対応」を参照してください。
　　

メニュー表示例

　準備未完状態で【メニュー】スイッチを押し

　たときに表示します。

　＊メニュー表示については、本章「設定項目と

ステータス部の表示」を参照してください。

高濃度

高速

高品位

通常

印刷モード

前進

リセット エンター シフト メニュー

アラーム

電源

準備完改頁

改行後退

ステータス

シ ゛コ シ ン タ ゛ン チ ュ ウ

フ ゜ リ ン ト テ ゛ キ マ ス

オ フ ラ イ ン

フ ゜リ ン ト テ ゛キ マ ス

ヘ ゜ー ハ ゜ー オ ー ハ ゛ー ラ イ ト ゛

オ フ ラ イ ン

０ ２ 　 フ ゜ラ テ ン 　 オ ー フ ゜ン

オ フ ラ イ ン

０ ３ 　 ヨ ウ シ カ ゛ア リ マ セ ン

オ フ ラ イ ン

０ ４ 　 フ ゜レ ス ホ ル タ ゛オ ー フ ゜ン

オ フ ラ イ ン

０ ５ 　 ヨ ウ シ 　 シ ョ ウ カ ゛イ

オ フ ラ イ ン

０ ６ 　 リ ホ ゛ン 　 シ ョ ウ カ ゜イ

オ フ ラ イ ン

０ ７ 　 フ ゜ラ テ ン 　 シ ョ ウ カ ゛イ

メ ニ ュ ー セ ッ テ イ

セ ッ テ イ モ ー ト ゛

フ ゜リ ン ト テ ゛キ マ ス

リ ホ ゛ン ヲ コ ウ カ ン シ テ ク タ ゛サ イ
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No. 項　　目 設　定　内　容 設 定 値

18 拡張コマンド 拡張コマンドのコード体系を選択する。 ＪＩＳコード（２バイト）

ＡＳＣＩＩコード（１バイト）

19 モード選択 用紙なし時の印刷停止方法を選択する。 ノーマルモード

カクチョウモード

カクチョウモード２

カクチョウモード３

20 ジョブ管理機能 ジョブの管理機能の有無を選択する。 ムコウ

ユウコウ

21 双方向通信 双方向通信の選択をする。 ムコウ

ユウコウ

22 バーコード印刷

モード

バーコード印刷指定コマンドを含む行の印刷モ

ードを選択する。

ゲンザイノインサツモード

タテヨコ180DPI

23 リボン消耗量 リボン交換警告メッセージを表示するまでの印

刷ドット数を設定する。

シナイ

50～200%

〔100%＝13億ドット〕
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プリンターの設定項目を変更する

　操作パネルのステータス（メッセージ表示部）を見ながらスイッチを押していくことにより、

　プリンターの設定値を変更することができます。

変更操作

操作のフロー

１ プリンターを準備未完状態にする

【準備完】スイッチを押し、準備完ランプ

を消灯させます。

ステータスに“オフライン”を表示します。

２ 【メニュー】スイッチを押す

ステータスに“メニューセッテイ セッテ

イモード”を表示します。

３ 【エンター】スイッチを押す

ステータスに現在の設定値を表示します。

表示例

設定項目：改行ピッチ

この状態で【シフト】スイッチを押すと

押すごとに、設定項目を順番に表示します。

表示例

４ 設定値の表示切り替え

【前進】スイッチまたは【後退】スイッチ

を押して変更する設定値を表示させます。

表示例

設定値変更：６lpi→８lpi

５ 【エンター】スイッチを押す

変更内容（８lpi）が登録されるとともに、

次の設定項目が表示されます。

登録しないとき

【メニュー】スイッチを押してください。

ステータスに“メニューセッテイ セッテ

イモード”を表示します。

６ “メニューセッテイ セッテイモード”か

ら準備未完に戻るときは【メニュー】ス

イッチを１回押してください。

（設定値が変更された場合には、イニシャ

ライズを行います。）

７ プリンターを準備完状態にする

【準備完】スイッチを押し、準備完ランプ

を点灯させます。

ステータスに“プリント デキマス”を表示

します。

高濃度

高速

高品位

通常

印刷モード リセット

アラーム

電源

改頁

改行

ステータス

準備完

メニューシフトエンター

前進

後退

ｴﾝﾀｰ

ﾒﾆｭｰ

オフライン

設定変更有り ？
無し

印刷
終了

ﾒﾆｭｰ

ﾒﾆｭｰ

ｴﾝﾀｰ

ｼﾌﾄ

ﾒﾆｭｰ

メニュー設定

テスト印刷モード

テスト印刷モード

実行の表示

設定値変更

の表示

メニュー設定

設定モード

イニシャライズ

有り

ﾒﾆｭｰｼﾌﾄ

カ イ キ ゛ョ ウ ヒ ゜ッ チ

６ ｌ ｐ ｉ

カ イ キ ゛ョ ウ ヒ ゜ッ チ

８ ｌ ｐ ｉ

ヘ ゜ー シ ゛チ ョ ウ

６ ６ キ ゛ョ ウ
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メニュ－セッテイ

セッテイモ－ド

リボンカウンタクリア

スル

リボンカウンタクリア

シナイ

ヨウシバンゴウ

８

ヨウシバンゴウ

１

ｴﾝﾀｰ

リボンショウモウリョウ

シナイ

リボンショウモウリョウ

２００％

ｴﾝﾀｰまたはｼﾌﾄｴﾝﾀｰまたはｼﾌﾄ ﾒﾆｭｰ ﾒﾆｭｰ

前進前進

後退 後退

前進

前進前進

後退

後退

後退

前進

後退

（途　中　省　略）

ｴﾝﾀｰまたはｼﾌﾄｴﾝﾀｰまたはｼﾌﾄ ﾒﾆｭｰ ﾒﾆｭｰ

ｴﾝﾀｰまたはｼﾌﾄｴﾝﾀｰまたはｼﾌﾄ ﾒﾆｭｰ ﾒﾆｭｰ

設定値変更のフロー

(注)下記の“エンターまたはシフト”において、

【エンター】スイッチを押した場合は、現在

表示している設定値の登録を行ない、次の項

目へ移行します。
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設定項目とステータス部の表示

No. 設定項目およびステータス部の表示 機能概要

 リボンカウンタクリア

リホ゛ンカウンタクリア ＸＸＸ％

シナイ

リホ゛ンカウンタクリア ＸＸＸ％

スル

1 リボンカウンタをクリアする。

(ＸＸＸは現在のリボン消耗率)

〈設定内容〉

・シナイ　： リボンカウンタをクリアしない。

・スル　：リボンカウンタをクリアする。

備考：設定モードのリボン消耗量でＸＸ％を設定した

場合、リボンを交換した後に本カウンタをクリアする。

 用紙番号

ヨウシハ゛ンコ゛ウ

Ｘ

2 本設定は、用紙番号を設定する。

・X ：　用紙番号　1～8　1

以下の 7 項目は用紙番号毎に設定出来る。

(2)改行ピッチ，(3)ページ長，

(4)印刷モード，(5)高速解除，

(6)印刷モード変更契機，

(7)高濃度

 改行ピッチ

カイキ゛ョウヒ゜ッチ

８ｌｐｉ

カイキ゛ョウヒ゜ッチ

６ｌｐｉ

カイキ゛ョウヒ゜ッチ

４ｌｐｉ

カイキ゛ョウヒ゜ッチ

３ｌｐｉ

3 本設定は、改行動作時の紙送り量を規定する。

・【改行】スイッチ 、コマンド(LF)共に有効。

・上位から改行量設定コマンドを受信した場合は、

コマンドに従う。

〈設定内容〉

・８ lpi：１改行　3.175mm(１/８インチ)で改行。

・６ lpi　：１改行　4.23mm(１/６インチ)で改行。

　　　　　[デフォルト]

・４ lpi：１改行　6.35mm(１/４インチ)で改行。

・３ lpi：１改行　8.47mm(１/３インチ)で改行。

 ページ長

ヘ゜－シ゛チョウ

ＸＸキ゛ョウ

4 本設定は、改頁動作時の紙送り量を行単位で設定する。

・【改頁】スイッチ、コマンド（FF）共に有効。

・上位からページ長設定コマンドを受信した場合は

コマンドに従う。

〈設定内容〉

・ＸＸ：１～99　66行[デフォルト]

・92～99 行（4 行/25.4mm の場合)、69～99(3 行/25.4mm

の場合)の設定は無効とする。

注：太字の設定は工場出荷設定値です。
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No. 設定項目およびステータス部の表示 機能概要

 印刷モード

インサツモ－ト゛

ツウシ゛ョウ

インサツモ－ト゛

コウヒンイ

インサツモ－ト゛

コウソク

インサツモ－ト゛

コウノウト゛ + ツウシ゛ョウ

インサツモ－ト゛

コウノウト゛ + コウヒンイ

インサツモ－ト゛

コウノウト゛ + コウソク

5 電源投入時の印刷モードを設定する。

〈設定内容〉

・通常 ： 縦180dpi×横120dpi

・高品位 ： 縦180dpi×横180dpi

・高速 ： 縦180dpi×横90dpi

・高濃度＋通常

　　：高濃度＋縦180dpi×横120dpi

・高濃度＋高品位

　　：高濃度＋縦180dpi×横180dpi

・高濃度＋高速

　　：高濃度＋縦180dpi×横90dpi

 高速解除内設定

コウソクカイシ゛ョナイセッテイ

ツウシ゛ョウ

コウソクカイシ゛ョナイセッテイ

コウヒンイ

6 文字品位選択、または漢字高速印字指定で、高速解

除が指定された場合の印刷密度を設定する。

〈設定内容〉

・通常 ： 縦180dpi×横120dpi

・高品位： 縦180dpi×横180dpi

（注）設定項目の「印刷モード」で、通常又は高品

位が選択された場合、本設定項目画面は表示しない。

 　印刷モード変更契機

インサツモート゛ヘンコウケイキ

ハ゜ネルノミ

インサツモート゛ヘンコウケイキ

＆コマント゛

7 印刷モードを変更する契機を設定する。

〈設定内容〉

・パネルノミ：操作パネルの【印刷モード】スイッチ

の設定のみを有効とする。ANK文字の文字品位選択

コマンドおよび漢字高速印字設定／解除コマンド

での設定は無視する。［デフォルト］

・＆コマンド：操作パネルの【印刷モード】スイッチ

の設定、ANK文字の文字品位選択コマンドおよび漢

字高速印字設定／解除コマンドによる設定ともに

有効とする。印刷直前に設定されたモードを有効と

する。

注：太字の設定は工場出荷設定値です。
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No. 設定項目およびステータス部の表示 機能概要

　高濃度

コウノウト゛

ニシ゛ュウ インシ゛

コウノウト゛

タ゛ンサシ インシ゛

コウノウト゛

タ゛ンサシ ニシ゛ュウ インシ゛

8 操作パネルの【印刷モード】スイッチで高濃度が選

択された場合の印刷動作を設定する。

〈設定内容〉

・二重印刷　　　　：二重印刷［デフォルト］

・段差紙印刷　　　：段差紙

・段差紙二重印刷　：段差紙と二重印刷の複合

 スラッシュ付きゼロ

スラッシュツキセ゛ロ

ムコウ

スラッシュツキセ゛ロ

ユウコウ

9 ANKローマンフォントの数字「0」（30Ｈ）のフォン

トを設定する。

〈設定内容〉

・ムコウ　：0［デフォルト］

・ユウコウ：Ø

 バーコード選択

ハ゛ーコート゛センタク

ツウシ゛ョウ

ハ゛ーコート゛センタク

シュクショウ１

ハ゛ーコート゛センタク

シュクショウ２

10 バーコードの大きさを選択する。

〈設定内容〉

・ツウジョウ　　　：通常［デフォルト］

・ シュクショウ１：縮小１

・シュクショウ２　：縮小２

 フォント

フォント

ローマン

フォント

ＯＣＲ－Ｂ

11 ANK の文字書体を選択する。

・ANK 文字書体選択コマンド受信時はコマンドに従

う。

〈設定内容〉

・ローマン　：ローマン［デフォルト］

・OCR－B　  ：OCR－B

注：太字の設定は工場出荷設定値です。
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No. 設定項目およびステータス部の表示 機能概要

 漢字フォント

カンシ゛フォント

ミンチョウ

カンシ゛フォント

コ゛シック

12 漢字の文字書体を選択する。

〈設定内容〉

・ミンチョウ　：明朝体フォント［デフォルト］

・ゴシック　  ：ゴシック体フォント

 立上がりモード

タチアカ゛リモ－ト゛

シ゛ュンヒ゛ミカン

タチアカ゛リモ－ト゛

シ゛ュンヒ゛カン

13 電源投入時のプリンターの状態を設定する。

〈設定内容〉

・ジュンビミカン：準備未完

・ジュンビカン　：準備完［デフォルト］

（注）エラー状態で電源投入した場合は、本設定に

よらずパネル表示およびインターフェースは

エラー状態で立上がる。

 ブザー鳴動切替

フ゛サ゛ーメイト゛ウキリカエ

タンハ゜ツ

フ゛サ゛ーメイト゛ウキリカエ

レンソ゛ク

フ゛サ゛ーメイト゛ウキリカエ

ナラナイ

14 エラー時のブザー鳴動を設定する。

〈設定内容〉

・タンパツ：0.5sec 鳴動する。

［デフォルト］

・レンゾク：鳴動し続ける。

・ナラナイ：無鳴動

 印刷方向設定

インサツホウコウ

コマント゛

インサツホウコウ

リョウホウコウ

インサツホウコウ

カタホウコウ

15 印刷方向を設定する。

・設定を「両方向」または「片方向」に設定してい

る場合は、単方向印刷指定/解除コマンドを無視す

る。

〈設定内容〉

・コマンド：単方向印刷指定／解除コマンド受信時

はコマンドに従う。

（イニシャルは両方向）

・リョウホウコウ：両方向で印刷を行う。

［デフォルト］

・ カタホウコウ　：片方向で印刷を行う。

注：太字の設定は工場出荷設定値です。
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・拡張モード２　：上側 PEセンサ検出後の TOF位置
　または用紙終端で停止。

・拡張モード３　：下側 PE センサ検出時の頁を印刷
　　　　　　　　　し次頁の TOF 位置で停止。
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No. 設定項目およびステータス部の表示 機能概要

 ジョブ管理機能

シ゛ョフ゛カンリキノウ

ムコウ

シ゛ョフ゛カンリキノウ

ユウコウ

20 ジョブ管理機能の有効/無効を設定する。

〈設定内容〉

・無効　 ： ジョブ管理機能を行わない。

・有効　 ： ジョブ管理機能を行う。

（注）印刷運用管理ソフトウェア PrintWorks(リコ

ープリンティングシステムズ社製)使用時の

み有効を選択する。

 双方向通信

ソウホウコウ ツウシン

ムコウ

ソウホウコウ ツウシン

ユウコウ

21 双方向通信の有効/無効を設定する。

〈設定内容〉

・無効　 ： 双方向通信を行わず片方向通信を行う。

・有効　 ： 双方向通信を行う。

（注）設定モードの「ジョブ管理機能」で有効が選

択された場合、本設定項目画面は表示しな

い。

 バーコード印刷モード

ハ゛－コ－ト゛インサツモ－ト゛

ケ゛ンサ゛イノインサツモ－ト゛

ハ゛－コ－ト゛インサツモ－ト゛

タテヨコ１８０ｄｐｉ

22 バーコード印刷指定コマンドを含む行の印刷モー

ドを選択する。

〈設定内容〉

 ・現在の印刷モード：現在設定されている印刷モー

ドのまま変更しない。

・縦横180dpi：縦横180dpiに印刷モードを自動的に

切替えて対象行を印刷する。

 リボン消耗量

リホ゛ンショウモウリョウ

シナイ

リホ゛ンショウモウリョウ

５０％

リホ゛ンショウモウリョウ

２００％

23 リボン交換を警告する

メッセージ表示までの印刷ドット数を設定する。

・シナイ ：警告メッセージを表示しない。

・５０％～２００％

〔１００％＝１３億ドット〕

設定した印刷ドット数を超えた場合、

パネルに「リボンヲ　コウカンシテクダサイ」と

警告メッセージを表示する。

注：太字の設定は工場出荷設 S 定値です。
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４章　印刷用紙のセットと取り外し

この章では、プリンターに用紙をセットし、用紙の種類と TOF 位置を合せる方法に

ついて説明します。
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4 章　印刷用紙のセットと取り外し

印刷用紙のセット
１ 操作パネルの準備完ランプが消灯

していることを確認してください。

準備完ランプが点灯しているとき

は、【準備完】スイッチを押し、準備完ランプを

消灯してください。

２ 印刷済みの用紙があるときは、印刷済み用紙を

取り除いてください。（P.4-5「印刷用紙の取り

外し」を参照してください。）

３ セットカバーを開いて、プラテン開閉レバーを

後ろへ押して、紙送り部を開けてください。

４ 用紙を箱から出して、印刷面が表になるように

用紙収納部に図のように銘板にあわせて真っ直

ぐに置いてください。

５ 左右のトラクターカバーを開けてください。

６ 用紙の先端を用紙挿入部から挿入し、トラクタ

ーのところまで押し上げてください。

７ トラクターのところに出てきた用紙を引き上げ

てください。

８ トラクターを左右に動かして用紙の幅に合わせ、

センタペーパーガイドをトラクター間のほぼ中

心にセットし用紙両端の送り孔をトラクターの

ピンにセットしてください。

○ ×

用紙収納部

用紙セット位置

プラテン開閉レバー

留意事項

用紙をセットする場合には、プラテン開閉レ

バーを「全開」の状態にはしないでください。

「全開」にすると用紙の先端位置にずれ、お

よび用紙が入りにくい場合があります。

留意事項

用紙を箱に入れたまま使用すると、

用紙ジャムの原因となります。

センタぺーパーガイド

準備完

注  意
センタぺーパーガイドのセットは左右の

トラクターの中心にセットしないと印刷

品質が低下します。
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９ トラクターカバーを閉めて、左右のトラクター

ロックレバーをつまみながら用紙の表面がぴん

となるようにトラクターを外側に引っ張って調

整してください。ロックレバーをはなすとトラ

クターが固定されます。

10 用紙収納部の用紙の左右位置と、トラクタ

ー部の用紙の左右位置を合わせてください。

11 用紙の種類に応じて用紙厚調整レバーを設定

してください。（P.4-6「用紙厚調整レバーの設

定」を参照してください。）

用紙厚設定の目安

　6～8P は高濃度印刷で使用してください。

12 プラテン開閉レバーを手前にひいて紙送り部を

閉じてください。

13 印刷開始位置を調整してください。（P.4-7

「印刷開始位置の調整」を参照してください。）

14 セットカバーを閉めてください。

注  意

用紙を強く張りすぎたり、弱すぎたりす

ると用紙ジャムの原因となります。

用紙の送り孔に対するトラクターピンの位置

留意事項

・ 用紙はトラクターと平行になるよう

にセットしてください。

・ コラムスケールの目盛り 1～136 の間

で印刷できます。

・ 左側のトラクターは、コラムスケール

目盛りの約 7 のところまで動かせます。

印刷用紙の種類
用紙厚調整

レバー位置

55～70kg 1～2
1P

 90～110 kg 2～3

2P 30～45 kg 1～2

3P 30～34 kg 2～3

4P 30～34 kg 3～4

5P 30～34 kg 3～5

6P 30～34 kg 4～6

7P 30～34 kg 4～6

8P 30～34 kg 5～7

留意事項

セットカバーを閉めないまま使用すると、

用紙先頭頁が飛び出して、用紙ジャムの

原因となることがあります。
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用紙ガイドのセット

使用する用紙の折りたたみ長さにあわせてリアフェンスとカールコレクターをセットし
ます。

１ リアドアを開けてください。

２ 使用する用紙の折りたたみ

長さに応じてリアフェンスを

所定の位置に取り付けてください。

３ 使用する用紙の折りたたみ

長さに応じてカールコレクター

を所定の位置に取り付けてください。

４ リアドアを閉めてください。

リアドア

カールコレク

ター用目盛り

リアフェンス用

目盛り

留意事項

・ 用紙ジャム防止のため、用紙の先頭頁を用紙の

折り目（山、谷）に従ってセットしてください。

 
 
 
・ カールコレクター上に堆積した用紙が

折り目部でカールしているときは、

手で押しつけて平らにしてください。

約 500 ページに 1 回押しつけると折

りたたみが改善されます。

・ 用紙はジョブごとに取り去り、カール

コレクター上に用紙をためないでください。

(折り目が谷)(折り目が山)

用　　紙

折りたたみ長さ

リアフェン

ス取り付け

位　　置

カールコレク

ター取り付け

位　　置

 8 インチ以下 ～8

 9 インチ 9
～9

10 インチ 10

11 インチ 11

12 インチ 12

10～12

13 インチ 13

14 インチ 14
13～14

リアフェンスとカールコレクターの取り付け位置

リアフェンス

カールコレクター
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印刷用紙の取り外し

１ 操作パネルの準備完ランプが消

灯していることを確認してくだ

さい。

準備完ランプが点灯していると

きは、【準備完】スイッチを押し、

【準備完】ランプを消灯してくだ

さい。

２ セットカバーを開けて、操作パネルの【改頁】

スイッチとマニュアルフィードノブを使って用

紙を切断しやすい位置まで送ってください。

３ 用紙をミシン目の部分で切り取ってください。

用紙を取り出すだけで、用紙を取り換える必要

のない場合は、ステップ 6 へ進んでください。

４ プラテン開閉レバーを後ろへ押して、紙送り部

を開けてください。

５ 左右のトラクターカバーを開けて用紙両端の送

り孔をトラクターのピンから外してください。

用紙のミシン目等をリボンの外側にあるリボン

セパレータに引掛けない（曲げないよう注意のこ

と）よう、注意しながら用紙挿入部方向へ送り込

み取り外してください。

６ スタッカ部から用紙を取り出してください。

準備完
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用紙厚調整レバーの設定

用紙の厚さや複写枚数により用紙厚の調整を行います。調整は用紙厚調整レバーを使用します。

１ 下表を参考にして用紙厚調整レバーの位置を用紙の種類に合わせて設定してください。

　　　　　　　　用紙厚設定の目安

印刷用紙の種類
用紙厚調整

レバー位置

55～70kg 1～2
1P

 90～110 kg 2～3

2P 30～45 kg 1～2

3P 30～34 kg 2～3

4P 30～34 kg 3～4

5P 30～34 kg 3～5

6P 30～34 kg 4～6

7P 30～34 kg 4～6

8P 30～34 kg 5～7

　　

　　6～8P は高濃度印刷で使用してください。

用紙厚調整レバー

留意事項

・上表が目安ですが、用紙により設定位置が異なりますのでテスト印刷をして最適な位置を

決めてください。6 章「テスト印刷」を参照してください。

・鮮明な印刷結果を得るために、3 部紙以下の用紙を推奨します。

厚手の用紙を使用するときに用紙厚調整レバーの位置が小さすぎると、用紙ジャ

ム、リボンジャム等の障害となるばかりでなく、プリンターの故障の要因となりま

すので、必ず大きい値から設定するようにしてください。

注意
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３ セットカバーを閉めてください。

４ 調整後は、【準備完】スイッチを押し、準備完ランプが点灯していることを確認してください。

印刷位置の設定

印刷開始位置の設定

１ 操作パネルの準備完ランプが消灯していることを確認してください。

準備完ランプが点灯しているときは、【準備完】スイッチを押し、準備完ラン

プを消灯してください。

２ セットカバーを開けて、マニュアルフィードノブ

を回しながら、インデックススケールの適切なメ

モリに用紙の印刷先頭行を合わせてください。

8/4
9

10/5

11
12

（例）インデックススケールに 279.4ｍｍ

（11 インチ）用紙を合せた場合。

279.4ｍｍ

（11 インチ）

トラクタードア

ABCDEFG
ABCDEFG

ABCDEFG－2 行目
ABCDEFG－印刷開始位置

合せたところ

インデックススケール

準備完

留意事項

用紙長さが 152.4ｍｍ（6 インチ）と 177.8ｍｍ（7 インチ）のインデックススケールはトラクタード

ア上に表示されます。

インデックススケール
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印刷位置の上下の微調整

(A)文字が上寄りに印刷されているとき

１ 操作パネルの準備完ランプが消灯

していることを確認してください。

準備完ランプが点灯しているとき

は、【準備完】スイッチを押し、準備

完ランプを消灯してください。

２ 【前進】スイッチを押して上方向に

用紙を移動してください。〈(B)ステ

ップ 7 へ進んでください。〉

(B)文字が下寄りに印刷されているとき

１ 操作パネルの準備完ランプが消灯

していることを確認してください。

準備完ランプが点灯しているとき

は、【準備完】スイッチを押し、準

備完ランプを消灯してください。

２ 【後退】スイッチを押して下方向に

用紙を移動してください。

３ セットカバーを開けて、プラテン開閉レバーを

後ろへ押して紙送り部を開けてください。

４ フロントドアを開け、用紙を静かに下に

引っ張って用紙のたるみを取り除いてくだ

さい。

５ プラテン開閉レバーを手前に引いて、紙送り部

を閉じ、フロントドアを閉めてください。

 
６ セットカバーを閉めてください。

７ 調整後は、【準備完】スイッチを押し、準備完ラ

ンプが点灯していることを確認してください。

年 月 日 金額
98 3 15 6,500

98 3 30 9,800

98 4 10 4,733

年 月 日 金額

98 3 15 6,500

98 3 30 9,800

98 4 10 4,733

(A) 文字が上寄りに印刷されているとき

留意事項

【後退】スイッチを一度押すと、用紙が約

0.14mm 送られます。

プラテン開閉レバー

(B) 文字が下寄りに印刷されているとき

準備完

前進

後退

準備完

留意事項

【前進】スイッチを一度押すと、用紙が約

0.14mm 送られます。
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印刷位置の左右の微調整

(A)文字が右寄りに印刷されているとき

１ 操作パネルの準備完ランプが消灯

していることを確認してください。

準備完ランプが点灯しているとき

は、【準備完】スイッチを押し準備

完ランプを消灯してください。

２ セットカバーを開けて、プラテン開閉レバーを

後ろへ押して紙送り部を開けてください。

３ コラムアジャストノブを上に回して用紙を右へ

移動してください。

４ フロントドアを開け、用紙を静かに下に引っ張

って用紙のたるみを取り除いてください。

〈P.4-10 のステップ 5 へ進んでください。〉

年 月 日 金額

98 3 15 6,500

98 3 30 9,800

98 4 10 4,733

(A) 文字が右寄りに印刷されているとき

コラムアジャストノブ

プラテン開閉レバー

準備完

留意事項

・コラムアジャストノブの微調整の範

囲は、約 5mm です。

・左右のずれが大きいときは、トラクタ

ーを動かして、用紙の位置を調整し

てください。その後、コラムアジャ

ストノブを回して、微調整してくだ

さい。
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(B)文字が左寄りに印刷されているとき

１ 操作パネルの準備完ランプが消灯

していることを確認してください。

準備完ランプが点灯しているとき

は、 【準備完】スイッチを押し、

準備完ランプを消灯してください。

２ プラテン開閉レバーを後ろへ押して紙送り部を

開けてください。

３ コラムアジャストノブを下に回して用紙を左へ

移動してください。

４ フロントドアを開け、用紙を静かに下に引っ張

って用紙のたるみを取り除いてください。

５ プラテン開閉レバーを手前にひいて、紙送り部

を閉じてください。

６ セットカバー、フロントドアを閉めてください。

７ 調整後は、【準備完】スイッチを押し、準備完ラ

ンプが点灯していることを確認してください。

年 月 日 金額

6,500

9,800

98 3 15

98 3 30

98 4 10 4,733

　 プラテン開閉レバー

コラムアジャストノブ

(B) 文字が左寄りに印刷されているとき

プラテン開閉レバー

留意事項

・コラムアジャストノブの微調整の範

囲は、約 5mm です。

・左右のずれが大きいときは、トラクタ

ーを動かして、用紙の位置を調整し

てください。その後、コラムアジャ

ストノブを回して、微調整してくだ

さい。

準備完
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用紙張力の微調整

印刷したあとの用紙の送り孔が、縦または横方向に

拡がっている場合は、用紙張力の微調整が必要です。

次の手順に従って調整を行ってください。

(A)用紙の送り孔が縦に拡げられた場合

１ 用紙厚調整レバーの設定値を大きくしてくだ

さい。

(B)用紙の送り孔が横に拡げられた場合

１ 操作パネルの準備完ランプが消灯

していることを確認してください。

準備完ランプが点灯しているとき

は、【準備完】スイッチを押し、準

備完ランプを消灯してください。

２ セットカバーを開けて、左右のトラクターロッ

クレバーをつまみながらトラクターの位置を調

整して用紙の張りをやや弱くしてください。

３ 用紙の張りが適切な位置でトラクターロックレ

バーをはなしてトラクターを固定してください。

４ セットカバーを閉めてください。

５ 調整後は、【準備完】スイッチを押し、準備完ラ

ンプが点灯していることを確認してください。

用紙送り孔が横に拡げられている

留意事項

 直らない場合は、保守員に連絡してください。

確認

 用紙を箱から取り出して使用していることを

 確認してください。

留意事項

用紙の送り孔が拡げられた状態で使

用しますと用紙ジャムが発生しやす

くなります。

用紙厚調整レバー

用紙送り孔が縦に拡げられている

送
り
方
向

準備完

送
り
方
向
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５章　印刷用紙の規格

この章では、本プリンターで印刷できる用紙と取り扱い上の注意点に

ついて説明します。
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5 章　印刷用紙の規格

プリンターで使用する用紙を用意する場合に必要な事柄について述べます。なお、用紙は本章の「印刷用紙

選定チェックリスト」で用紙の仕様のチェックおよび十分な事前テストを行って問題のないことを確認の上

で使用してください。

用紙の仕様

用紙寸法と送り孔寸法

符号 仕      様 規      格
A 横寸法 88.9～406.4mm（3.5～16 インチ）

B 縦寸法 101.6～304.8mm（4～12 インチ）

B’ 折りたたみ寸法 203.2～304.8mm（8～12 インチ）(注 1)

C 送り孔位置 6.0±0.7mm
D 送り孔直径（丸孔あるいは菊孔(注 2)） φ4.0±0.1mm
E 送り孔間隔 12.7±0.05mm
F 送り孔横方向中心ずれ 0.1mm 以下

G 左右送り孔縦方向中心ずれ 0.15mm 以下

H 縦ミシン目と用紙端辺との間隔 12.7±0.2mm
I 左右送り孔の縦方向中心ずれ（センターライン） 0.15mm 以下

(注 1)  12.7mm(0.5 インチ)間隔とすること。例）8, 8.5, 9 インチ

(注 2)  菊孔の場合は、最小直径を 4.0±0.1mm、最大直径を 4.5mm 以内とすること。

I（センターライン） I（センターライン）
D

E

F

G

C

A

B

B
’

H

横ミシン目（折り目）

中間横ミシン目

横ミシン目（折り目）
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ミシン目

注1） 本寸法は公称値であり任意に変更して良い。

１ ミシン目は、横ミシン目と縦ミシン目がありま

す。横ミシンは折りたたみ寸法や帳票の縦寸法

単位に送り孔のセンターラインに対し直角方向

に入れてください。

２ ミシン目のカット（切った部分）とアンカット

（切らない部分）寸法は規格値を守ってくださ

い。

ミ シ ン 目
アンカット

寸法
カット寸法

折りたたみ用

横ミシン目
1mm 以上 2mm～3mm

横

ミ

シ

ン

目

中間横ミシン

目
1mm 以上 2mm 以下

送り孔切断用

縦ミシン目
1mm 以上 2mm～3mm

縦

ミ

シ

ン

目

中間縦ミシン

目
1mm 以上 2mm 以下

３ ミシン目は、送り孔や紙ホチキスなどと干渉し

ないようにしてください。

送り孔切断用縦ミシン目

90°

縦ミシン目

送り孔

1
2
.
7
±

0.
0
5m
m

6.0±0.7mm

（注 1）

12.7±0.2mm

横ミシン目

中間横ミシン目
折りたたみ用

横ミシン目

中間縦ミシン目

アンカット寸法

カット寸法

留意事項

・ アンカット寸法が 1mm 以下になると用紙

は破断しやすいので注意してください。

・ ミシンの引っ張り強さは 0.882～1.96N/
ｍｍ（90～200gf/mm）を推奨します。

紙ホチキスとミシン目の

干渉しているのは不適

送り孔とミシン目の

干渉しているのは不適
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４ 切断効率を妨げることなくミシン目の強度を向

上させるため、次のような処置をしてください。

５ 帳票できあがり時、テント張り状態がないよう

にしてください。

とじ孔

とじ孔は印刷動作の障害になることがありますの

で開けないことを推奨します。ファイルの効率化な

どのため、とじ孔を必要とする場合は次のことを守

ってください。

１ 縦型 2 孔

２ とじ孔開け禁止範囲

紙端（左右）を

アンカットにする。

横と縦のミシン目のカット

部は交差しないようにする

1mm～2mm

押す

ミシン目

テント張り（突起）

（不適）

（適合）

縦裂け

紙端裂け

横裂け

80
m

m

16.35mm

φ5～6mm

送り孔

縦ミシン目

留意事項

・ 中間ミシン目は必要最小限にしてくださ

い。多く入れすぎると用紙の腰が弱くな

り、折りたたみが悪くなったり、用紙のジ

ャムが発生する場合があります。

特に中間縦ミシン目は入れない方が安定

な動作ができます。

・ 横ミシン目を入れる場合は、用紙端の裂け

防止のため用紙両端をアンカットしてく

ださい。

禁止範囲内にと

じ孔以外の孔も

あってはなりま

せん。

禁止範囲

60mm45mm

留意事項

・ とじ孔は印刷機構部に干渉し、用紙破れな

どが発生することがあるので、1P には開

けないでください。また、多部紙の場合、

最上層紙にも開けないでください。（とじ

孔以外の孔についても同様）。

・ とじ孔の抜きかすはないようにしてくだ

さい（とじ孔以外の孔についても同様）。
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禁止事項

１ プレプリント禁止範囲

左側トラクター部に光学式の用紙ジャムセンサ

ーを設けていますので、用紙にプレプリントす

るときは、禁止範囲にはプレプリントしないよ

うにしてください。誤って禁止範囲にプレプリ

ントされますと、用紙ジャムセンサーが誤検出

することがあります。

２ 用紙の厚さと色

禁止範囲には、光を著しく透過したり、吸収す

るような紙質のものも使用しないでください。

誤って使用しますと用紙ジャムセンサーが誤検

出することがあります。

用紙の重ね合わせ枚数と連量

用紙部数と連量

１ 用紙の重ね合わせ枚数は、用紙の種類によって

異なり最大は 8P（オリジナルを含む）ですが、

4P までを推奨します。

２ 連量とは用紙の寸法を示す 788mm×1091mm
（四六判）1000 枚当りの重量をｋg 表示したも

のです。用紙連量は、30kg(34.9g/m2)、34 kg
(39.5g/m2)、40 kg(46.5g/m2)、43 kg(50.0g/m2)、
45 kg(52.3g/m2)、55 kg(64.0g/m2)、
70 kg(81.4g/m2)、90 kg(104.7g/m2)、
110 kg(127.9g/m2)から選んでください。

３ 用紙部数に対する紙質、連量を示します。

種類

一部紙

発色形ノ

ーカーボ

ン用紙

裏カーボ

ン複写用

紙

ワンタイ

ムカーボ

ン複写用

紙

紙質

用紙

部数

上質紙

ノーカー

ボン用紙

（感圧

紙）

複写用紙 上質紙

1 55～110 － － －

2 － 30～43 34～45 30～34
3 － 30～43 34～45 30～34
4 － 30～43 34～45 30～34

5 －
30～34

(40～43)
34，(45) (30～34)

6 － (30～43) (34～45) (30～34)
7～8 － (30～34) (34) －

４ 紙質は、上質紙、感圧紙、複写用紙（裏カーボ

ン紙）とします。いずれも用紙の原紙の組織は

均一かつ不透明で、特に伸縮が少なく印刷に適

するものである必要があります。

５ 用紙の厚さは、次の値を満たすものを使用して

ください。

1 部紙　　　：0.15mm 以下(110kg 紙)。
多部紙の合計：0.5mm 以下。ただし 0.2mm

以下を推奨します。

12.7mm

禁止範囲

留意事項

・ ワンタイムカーボン複写用紙に使用する

カーボン紙は、11ｋg(12.8 g/m2)の厚さを

使用してください。

・ 鮮明な印字を得るために4P以下の用紙を

推奨します。

・ （  ）内は高濃度印刷で使用してください。

・ 段差紙対応モードでは、2 枚目以降を紙厚

合計 0.1mm(30ｋg 紙×２枚分)まで削除

した段差紙が使用可能です。
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重ね合わせ

重ね合わせは次の方法とします。

部

数

重ね合わせ

方法
重ね合わせ位置

点糊付け 片側の送り孔付近とする2～
3P （紙ホチキス） 両側の送り孔付近とする

4～
8P

点糊付け 両側の送り孔付近とする

１ 糊付け規格
① 糊付けは点付け（点糊付け）とし、紙端より

12.7mm 以内で行ってください。

ただし、送り孔部から糊がはみださないように

してください。

② 糊付けピッチは送り孔４～５個（約 50mm）おきにし

てください。

③ 糊付けよる用紙の厚さの変化は 0.05mm 以内とし

てください。また糊付け糊が同一個所に重ならな

い方法を推奨いたします。

④ 糊付けは均一でシワがないようにしてください。

留意事項

・ 用紙の連量オーバや厚さオーバは、印刷鮮明

度や複写性の低下、印字乱れ、紙送り系への

過負荷に伴う用紙障害を誘発する場合があ

りますので、必ず前ページの表条件を満たす

用紙を使用してください。

・ 1 ページ内の用紙厚さが異なるような段差紙

（下図参照）を使用する場合、段差部（用紙

部数が少ない側の稜線部）より 5ｍｍの範囲

は複写性が低下するので、印刷を避けてくだ

さい。

・ 段差紙とは、2 枚目以降を紙厚合計 0.10ｍｍ

（30kg 紙×2 枚分）まで削除した用紙を言い

ます。

用紙厚さが異なる用紙例

・ 紙質は用紙の強度や用紙の腰の強さと強い

相関があり、プリンターの高速紙送り動作時

の耐久性や送り性能に非常に影響がありま

す。できるだけ品質の良い用紙をご使用くだ

さい。

・ 用紙の印刷面はなめらかなほど印刷品質は

向上します。

注意

・ 金属性ホチキスは、インクリボンを損傷し

たり、プリンターを損傷したりするので絶

対に使用しないでください。

・ 紙ホチキスは、層間ズレが大きく適正な印

刷動作、複写などができなくなることがあ

りますので使用しないでください。伝票な

どの関係でやむをえず使用する場合は 3P

までとしてください。

・ プリンターが多部紙を正しく印刷するた

めに重ね合わせの方法とその精度、印刷お

よび用紙の収縮、加工精度は重要な条件で

す。これらはプリンターの印刷結果に影響

を与えるため、充分に注意する必要があり

ます。また、これらの影響を考慮した帳票

設計も必要です。

12.7ｍｍ

留意事項

・連続糊付け（線糊付け）は各用紙の精度

差や収縮率の差でしわがよるので使用し

ないでください。

用紙

約 50 ㎜

　：糊付け面
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２ 紙ホチキス規格

①シングル式よりダブル式（送り孔の上下に逆向

き 2 個）の方が用紙結合は確実です。ダブル方

式を推奨します。

ダ ブ ル 式 ： ○

シングル式 ：×

②紙ホチキスの爪は４本とし紙端より 12.7mm
内にしてください。

３本以下は使用しないでください。

③紙ホチキスは充分強く抜くようにしてくださ

い。

   　 良 ；      　　　不適 ；            不適 ；

④紙ホチキスの抜きピッチは送り孔４～５個（約

50mm）おきにしてください。

⑤紙ホチキスは送り孔やミシン目や紙端に絶対

干渉しないようにしてください。

⑥紙ホチキスの抜き方向は印刷面（最上層紙側）

から行ってください。

印刷面

抜き方向  送り孔

 用紙進行方向

 送り孔

印刷面

12.7mm

留意事項

・ プリンターが多部紙を正しく印刷するため

に重ね合わせの方法とその精度、印刷およ

び用紙の収縮、加工精度は重要な条件です。

これらはプリンターの印刷結果に影響する

ため充分に注意する必要があります。また

これらの影響を考慮した帳票設計も必要で

す。

・ 紙ホチキスは層間ズレが大きいため注意す

る必要があります。

・ ワンタイムカーボン紙は用紙とカーボン紙

の収縮率に大きな差があるため、カーボン

紙の送り孔はやや大きめにしてください。

またカーボン紙は片側のみ糊付けまたは紙

ホチキスにしてください。

（抜き方向は図示の通りのこと）
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帳票設計

この章はプリンターに使用する帳票を設計する場合、特に考慮していただくものについてまとめた

ものです。帳票設計する場合は設計に先だち必ず御一読ください。

用紙の左右移動量

注1） 左側用紙端から最初の印刷桁または右側用紙端から最後の印刷桁は最小 16ｍｍのマージンを

とってください。

注2） 用紙の左側余白寸法は 58ｍｍ、また右側余白寸法は 68ｍｍ以内にしてください。

留意事項

・ 左側用紙端から最初の印刷桁または右側用紙端から最後の印刷桁はリボンや印字ヘッドの

損傷を防止するため、最小 16mm のマージンをとってください（ただし、用紙端から送り

孔のセンターラインは 6.0±0.7mm のとき）。

・ 用紙の左側余白寸法は 58mm、または右側余白寸法は 68mm(用紙横寸法 16 インチの時)
以内にしてください（ただし、用紙端から送り孔のセンターラインは 6.0±0.7mm のとき）。

注 2

印刷範囲

345.44mm（13.6 ｲﾝﾁ）

（180 ドット／25.4mm×345.44mm＝2448 ドット）

用紙横寸法

88.9mm(3.5 ｲﾝﾁ)
以上の場合

最大 68mm（用紙横寸法

406.4mm（16 ｲﾝﾁ）の場合）

（2.68 ｲﾝﾁ）

最大 45mm（用紙横寸法

381mm（15 ｲﾝﾁ）の場合）

（1.77 ｲﾝﾁ）

最小 16mm

（0.63 ｲﾝﾁ）

最大 58mm

（2.28 ｲﾝﾁ）

用紙を左側に

最大移動した時

用紙を右側に最大移動した時

注 1

注 2
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印刷禁止区域および印刷非推奨区域

インクリボンや印刷ヘッドの損傷を防止するため、下述する区域には印刷しないように帳票を設計してく

ださい。

１ 印刷禁止範囲

①　送り孔部

②　孔部（印刷用紙内に開けた孔部）

③　ミシン目部

④　用紙の左右端から 16mm

２ 印刷非推奨区域

横ミシン目から上、下 25.4mm（1 インチ）は、ミシン目の影響によるリボンなどの汚れを避けるため、

また横ミシン目のテント張り（P.5-4 を参照してください。）による印刷不良を避けるため、印刷しない

ことを推奨します。

横ミシン目

送り孔

 2
5.

4m
m

  
25

.4
m

m

（折りたたみミシン目）

横ミシン目

（折りたたみミシン目）

送り孔

16mm 16mm

12.7mm

孔

縦ミシン目
斜線部印刷禁止区域

12.7mm
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０１２３７

Ｃ Ｃ

５６

Ｃ Ｃ

縦わく線

C：1.27mm（0.05 インチ）以上

5 67 0 1 2 3

プレプリント用紙の使用

用紙の印刷、裁断、重ね合わせ精度および温湿度、

紙質による伸び縮みなどの精度が印刷結果に影響

し、正規印刷位置よりずれて印刷されるのを帳票設

計上考慮するため、下述の方法による設計を推奨い

たします。

多部紙は最上層紙と最下層紙の層間ずれが大きい

ため、下記によらない場合は印刷された上に文字が

印刷されることがありますので注意してください。

１ 印刷文字の上下にわく線を入れる場合は、印刷

が中央にくるようにし、原則として 1 行おきに

印刷してください。

１２３４５

１２３４５

わく線

Ａ
Ｂ

（注） 部はプリンターによる印刷行を示

します。

２ メッセージ欄などで、毎行印刷する場合は、空

白欄に印刷してください。わく線は上下 1 行以

上空けてください。

１２３４５

１２３４５

Ｂ
Ｂ

わく線

３ 縦わく線を入れるときは、前後に 1.27mm（0.05
インチ）以上のスペースを設けてください。

４ 印刷行に年、月、日などを印刷する場合は、前

後に 1.27mm（0.05 インチ）以上のスペースを

設けてください。

その他

１ 印刷はプリンターによる印刷色と異なった色を

使用することを推奨します。

２ 複写紙における感圧薬品などは、複写を必要と

する個所のみに施することを推奨します。

A：8.47mm（1/3 インチ）

6.35mm（1/4 インチ）

B：4.23mm（1/6 インチ）

3.175mm（1/8 インチ）

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

B：4.23mm（1/6 インチ）以上

3.175mm（1/8 インチ）以上

月日 平成 2 年 10 月

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

13 10

C：1.27mm（0.05 インチ）以上

B

B

B

A

A



5 章　印刷用紙の規格

5-11

5

ラベル紙

業務の運用形態の都合や印刷後の後処理工程の効率向上のため印刷用紙の様式、種類は多様化していますが、

本章で述べた以外の用紙は使用しないでください。ただし、ラベル紙についてはやむを得ず使用する場合に

は、次のラベル紙仕様に従い、帳票設計し使用するようにしてください。本仕様書以外のラベル紙は絶対に

使用しないようにしてください。ラベルはがれ、糊付着による用紙ジャムの発生などの不具合が発生する恐

れがあります。

材質、連量、厚さ

ラ

ベ

ル

①  連  量 ：45～55kg
②  材  質 ：上質紙

③  厚  さ ：0.08mm 以下とする

④  ダイカット後の収縮：ほとんどない（注）

接

着

剤

①  粘着力 ：3.43Ｎ/25ｍｍ（350gf/25mm）以上 JIS Z 0237（180°引きはがし法）

②  ボールタック：No.3 以上  JIS Z 0237（傾斜角 30°）

③  ラベル材質となじみがよくにじみ、はみ出しが少ないこと(注)

アクリル系（架橋タイプ）を推奨する。

台

紙

①  連  量 ：55～80kg（台紙のみ）

②  材  質 ：グラシン紙（しなやかな物）

③  厚  さ ：0.10mm 以下とする（台紙のみ）

(注)  接着剤のはみ出し量については、0.15mm 以下としてください。

構成

ラベル紙連量（ラベル＋台紙）は 135kg 以下としてください。

ラベル紙厚み（ラベル＋台紙）t は 0.2mm 以下としてください。

接着剤のはみ出し量が多いと、折りたたみ時のラベルとラベルの貼り付きやプリンターの誤動作などの原因

になります。

接着剤のはみ出し量0.15mm以下

(ラベルの収縮率)＋(接着剤のにじみ量)

t ラベル

接着剤

台紙
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用紙フォーマット

下記形状を標準とするミシン目、送り孔付き折りたたみ用紙。

(注 1) ラベル上部に 2 か所アンカット部（刃止メ）を設けてください。

アンカット寸法は 0.5mm としてください。

(注 2) 網かけ部はカス取り（不要ラベルの剥離）を行ってください。

(注 3) ラベル間、およびミシン目とラベル間にスペースを設けてください。

(注 4) ラベル、およびラベル刃型の各コーナは R=2mm 以上としてください。

(注 5) 上記項目以外の仕様は 6.1 節の項目を参照してください。特にミシン目のテント張りについて

は注意してください。

(注 6) ラベル間の水平方向スペースは 5.08ｍｍ（1／5 インチ）以上設けることを推奨します。

また、ラベル紙の印刷範囲は次のようにしてください。

アンカット部

(刃止メ) (注１)

190.5～393.7 (7.5～15.5)
203.2～406.4 (8～16)

6.35
(1/4)

単位：mm(ｲﾝﾁ)

折りたたみ用横ミシン目

12.7 以上
(1/2 以上)31.75 以上

(1 1/4以上)

20
3.

2～
27

9.
4 

(8
～

11
)

6.35
(1/4)

12.7 以上
(1/2 以上) 31.75 以上

(1 1/4以上)

19.05 以上
(3/4 以上)

5.08 以上（注６）
(1/5)以上

R2 以上

R2 以上

ラベル刃型
19.05 以上

(3/4 以上)

2.
12

以
上

2.
12

以
上

12
.7

(1
/2

)

標
準

6.
35

(1
/4

)
φ

4±
0.

1

（
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
穴
）

6.
35

以
上

(1
/4

以
上

)
8.

47
以

上

(1
/3

以
上

)

折りたたみ用横ミシン目

8.
47

以
上

(1
/3

以
上

)

6.
35

以
上

(1
/4

以
上

)
8.

47
以
上

(1
/3

以
上

)

ラベル刃型は台紙のこわさに影響を与えないこと。
ラベル刃型（切り込み）ラベル

台紙

左図のごとくラベル紙内の印刷

範囲は、ラベル刃型端部から

2.54ｍｍ（0.1 インチ）以上離す

ようにしてください。

単位：mm(ｲﾝﾁ)

2.
54

以
上

(0
.1

以
上

)

ラベル刃型端部

2.
54

以
上

(0
.1

以
上

)

2.54以上

(0.1 以上)
2.54以上

(0.1 以上)
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ラベル紙外観

１ しわ、汚れ、破れ、またはきずなど使用上有害

な欠点がないようにしてください。

２ 送り孔の抜きかすが用紙中に混入していないよ

うにしてください。

ラベル紙の保管

用紙は温湿度の違いにより伸縮、変形します。比較

的伸縮変形が少ないのは温度 20℃前後、相対湿度

40～60％ですので、この状態で保管してください。

保管状態が不適切な用紙を使用した場合、誤動作の

原因となったり、印刷品質を悪くすることがありま

すので注意してください。

また、使用後はただちにビニールに包んで保管して

ください。

再生紙

森林資源保護および紙ゴミ処理の問題から大量に

使用されているコンピュータ用紙にも再生紙を利

用する気運が高まっていますが、再生紙の特性上、

上質紙とに差があり運用にあたっては十分な注意

が必要です。再生紙を使用する場合は、本仕様書に

従い、再生紙の銘柄別の特長を良く理解した上で使

用してください。

再生紙銘柄

再生紙は以下に記載した銘柄の中から選択してく

ださい。
製紙ﾒｰｶ

(原反ﾒｰｶ)
銘柄

購入先名

(加工メーカ)
大昭和

製紙㈱

ﾘｻｲｸﾙﾍﾟｰﾊﾟ ・ ㈱日立情報システムズ

・ 小林記録紙㈱

・ 大日本印刷㈱

・ ﾄｯﾊﾟﾝ･ﾌｫｰﾑｽﾞ㈱

王子

製紙㈱

再生紙 NIP
OK ﾘｻｲｸﾙﾌｫｰﾑ

NIP

・ ㈱日立情報システムズ

・ 小林記録紙㈱

・ 大日本印刷㈱

日本

製紙㈱

ｼﾙ ﾊ ﾞ ｰ ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ

NIP
・ ㈱日立情報システムズ

・ 小林記録紙㈱

・ ﾄｯﾊﾟﾝ･ﾌｫｰﾑｽﾞ㈱

王子

製紙㈱

OK ﾌｫｰﾑｸﾞﾘｰﾝ

100
・小林記録紙㈱

東海

パルプ㈱

TRP-NIP ・ﾄｯﾊﾟﾝ･ﾌｫｰﾑｽﾞ㈱

用紙サイズと連量

①用紙サイズ：横 381ｍｍ（15 インチ）×

　　　　　　　縦 279.4ｍｍ（11 インチ）を標準と

　　　　　　　する。

②連    量：55kg 相当 1P 紙

再生紙のご利用にあたって

再生紙は、品質面での相違から一般の上質紙に比べ

下記のような不具合が発生しやすいので、これらを

ご留意の上運用してください。

不具合内容

 用紙強度、剛度が弱いため、送り孔ガレによる改

行精度への影響や用紙づまり、ミシン目からの切

断の発生。

 吸湿しやすいため用紙カール量、しわ、折れの増

大による用紙づまりの発生。

 紙粉、抜きカスなどによる印刷品質への影響、各

種センサ系の誤検出。

 用紙強度、剛度が弱いためスタック性、折りたた

み性の低下。

運用上の留意事項

ご利用にあたり、次の点にご留意ください。

１ 再生紙の使用環境

・常温、常湿環境でご使用ください。

２ 再生紙の取り扱い

・現状では長期保存性に劣るため、保存文書な

どへのご使用は避けてください。

・変色しやすいため、できるだけ直射日光は避

けてください。

・紙粉が多いため、7 章に記載されている清掃、

点検を確実に実施してください。

・用紙を装置に装填したままで長時間放置しな

いでください。印刷しない場合は、用紙を取

り外し箱に入れて保管してください。

３ 再生紙の購入、保管

・再生紙は原料として使用される古紙によって

品質が大きく変化します。このため、再生紙

を大量に購入される場合は、事前に実機によ

るテスト（運用に支障ないことの確認）を実

施されることを推奨します。

・再生紙は空調された室内に保管し、包装を開

封した用紙は速やかに使用してください。ま

た、残った用紙は箱に入れて保管してくださ

い。

・なお、空調がない場合は、使用環境で 24 時

間以上なじませてからご使用ください。



5 章　印刷用紙の規格

5-14

5

用紙の環境条件

用紙の保管時および使用時の環境条件は以下のと

おりです。

保管時
温度 10℃～30℃、相対湿度 35％～65％とすること

を推奨します。

使用時
保管場所と使用場所との間に環境条件の差がある

ときは、24 時間以上露出させて使用場所の環境に

なじませてからご使用ください。

感圧紙保管時の注意
感圧紙は、長時間保存すると不用意な荷物（積み重

ねられた用紙の重さなど）により発色したり、湿気

や直射日光などにより変色したりするので、保管に

は十分注意してください。
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印刷用紙選定チェックリスト

下表に主な印刷用紙選定時の注意点、および印刷テストを含むチェック内容を示しますので参考にしてくだ

さい。

印刷用紙選定のチェックリスト

項      目 印刷用紙選定時のチェック内容 判定

横寸法 88.9mm（3.5 インチ）～406.4mm（16 インチ）

縦寸法 101.6mm（4 インチ）～304.8mm（12 インチ）
用紙の

寸法
送りたたみ寸法 8、8.5、9、9.5、10、10.5、11、11.5、12 インチ

アンカット：カット（弱）

（1～8 部紙）
実測値

横ミシン目 1mm：2～3mm
中間横ミシン目 1mm：2mm 以下

縦ミシン目 1mm：2～3mm

ミ
シ
ン
目

中間縦ミシン目 1mm：2mm 以下

形状・寸法 丸孔（φ4.0±0.1mm）または菊孔（φ4.0±0.1mm～φ4.5）

上下孔の左右のずれ（縦方向）：0.15mm 以下
アライメント

両端孔の上下ずれ（横方向）：0.15mm 以下

上下ピッチ：12.7±0.05mm
位置

紙端から位置：6.0±0.7mm

送
り
孔

抜きかす 完全に抜けていること

種類
連量 kg 注 1

一般用紙 感圧紙 裏カーボン紙 ﾜﾝﾀｲﾑｶｰﾎﾞﾝ紙

1  部紙 55～110 － － －

2  部紙 － 30～43 34～45 30～34
3  部紙 － 30～43 34～45 30～34
4  部紙 － 30～43 34～45 30～34
5  部紙 － 30～34（40～43） 34,（45） （30～34）

用
紙
の
連
量
複
写
枚
数

6  部紙 － （30～43） （34～45） （30～34）
注 2 7～8  部数 （30～34） （34） －

注 1.  788mm×1.091mm の用紙で 1,000 枚の重さ。

注 2. （  ）内は高濃度印刷モードで使用してください。

運用に当たっては必ずサンプル用紙を使用し、当該プリンターでしかも実業務に近い条件で印刷
テストを行い、使用の可否をチェックした上で用紙を選定してください。
尚、このテストは他機種にて使用していた印刷用紙であっても念のために行ってください。
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項 目 印刷用紙選定時のチェック内容 判定

点糊付け 片側の送り孔付近とする
2～3  部紙

紙ホチキス 両側の送り孔付近とする
重
合
せ4～8  部紙 点糊付け 両側の送り孔付近とする

綴じ孔
綴じ孔の中心線は送り孔中心線から 16.35mm の位置とする

綴じ孔径は 5～6mm、綴じ孔の間隔は 80mm
送り孔とミシン目が交叉していないこと

紙ホチキスとミシン目が交叉していないこと

縦ミシン目と横ミシン目のカット部が交叉していないこと

縦・横ミシン目に裂け目がないこと

糊付けの範囲は紙端より 12.7mm 以内のこと

糊付けによる用紙厚さの変化は 0.05mm 以内のこと

紙ホチキスの爪は 4 本のこと（3 本以下でないこと）

その他の形状

用紙にしわが生じていないこと

用紙の種類 注意点 印刷テスト

上質紙

・インパクト用紙を使用する

（LBP 用紙の中には、用紙走行時の

負荷が極端に大きくなり、用紙ジャ

ムが発生しやすいものがあります）

・用紙ジャムが発生しないか

・送り孔の孔ガレは大きくない

か

複写紙

・規定外の用紙（連量）を使用してい

ないか

・厚みに段差はないか

・複写テストを行う

再生紙

・上質紙に比べて紙質が劣ります

（送り孔が破れやすいものや紙粉が

発生し易いものがあります）

・用紙ジャムが発生しないか

・送り孔の孔ガレは大きくない

か

・紙粉が発生し易くないか

OCR 用紙

・70～110kg の範囲の用紙が望ましい ・印刷サンプルを作成し、OCR
で読みとりテストを行うこ

と

ラベル紙
・糊がはみ出さないこと

・糊は硬めが望ましい

・ラベルが剥離しないか

・印刷の鮮明度は良いか

用
紙

印
刷
テ
ス
ト
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

その他の特殊

用紙

・規定内の用紙を使用しているか ・印刷テストを行う
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困ったときには

故障が起こったときには、簡単な操作で修復する場合もあります。

保守会社に連絡する前に、本章の手順に従って故障箇所を判断し、故障と修復させるための処理を行ってく

ださい。

電源が入らないとき（電源ランプが点灯しないとき）
・電源コードのプラグをコンセントにしっかりと差し込んでください。

・電源スイッチを一度オフし、5 秒以上経ってからオンしてください。

操作パネルのステータスになにも表示されないとき
・電源スイッチを一度オフし、5 秒以上経ってからオンしてください。

操作パネルのアラームランプが点灯し、ステータスに

メッセージが表示されているとき
・P.6-3「メッセージとその対応」を参照してください。

印刷品質が不良のとき
・P.6-7「印刷不良が発生したときは」を参照してください。

その他の異常
・電源スイッチを一度オフし、5 秒以上経ってからオンしてください。

上記いずれの方法でも修復できない場合は、保守員に連絡してください。

なお、障害発生時の状況（印刷サンプル、障害前の操作、環境（温、湿度等）、再現性、頻度等）をできる

限り詳しく連絡してください。

6 章　こんなときには

アラーム準備完

電源
オフ（「○」側を押します。） オン（「｜」側を押します。）

ステータス

準備完

電源

アラーム
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メッセージとその対応

アラームランプが点灯し、ステータスにメッセージ（エラーコード・エラー内容）が表示された場合は、次

の操作を行ってください。

メッセージ 操作方法

オフライン

02  プラテン　オープン

プラテン開閉レバーを手前に引いて紙送り部を閉

めてください。

オフライン

03  ヨウシガ　アリマセン

4 章 「印刷用紙のセットと取り外し」を参照して

印刷用紙を取り付けてください。

オフライン

04  プレスホルダ　オープン
ペーパープレスホルダを閉めてください。

オフライン

05  ヨウシ　ショウガイ
P.6-4「用紙ジャムの修復」を参照してください。

オフライン

06  リボン　ショウガイ P.6-5「リボンジャムの修復」を参照してください。

オフライン

07  プラテン　ショウガイ

プラテンを閉めて、【準備完】スイッチを 1 秒以上

押してください。

24  THERMISTR  ERR 【リセット】スイッチを１秒以上押してください。

40  EOF  SNS  ERROR

4 章 「印刷用紙のセットと取り外し｣を参照して新

しい印刷用紙を取り付け【リセット】スイッチを

１秒以上押してください。

メッセージ無

アラームランプ点灯

電源のオフ／オンを行ってください。

1 章 「電源の入れかた、切りかた」を参照してく

ださい。

「その他」のメッセージ

アラームランプ点灯

メッセージ確認後、電源のオン／オフを行ってく

ださい。1 章「電源の入れかた、切りかた」を参照

してください。

上記操作方法で修復しない場合は、メッセージを確認して保守員
に連絡してください。

高濃度

高速

高品位

通常

印刷モード

前進

リセット エンター シフト メニュー

電源

準備完改頁

改行後退

ステータス

アラーム
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用紙ジャムの修復

用紙ジャムが発生すると、操作パネルのアラームラ

ンプが点灯し、ステータスに“05 ヨウシ ショウガ

イ”のメッセージが表示されます。

次の手順に従って用紙ジャムを解除してください。

１ セットカバーを開けてください。

２ プラテン開閉レバーを後ろへ押し「全開」の状

態として、トラクターを開けてつまった用紙を

取り除いてください。

３ 次の項目について点検してください。

・用紙厚調整レバーの設定値は適切ですか？

（4 章「用紙厚調整レバーの設定」を参照）

・用紙の張力は適切ですか？

（4 章「用紙張力の微調整」を参照）

・用紙は正しく置かれていますか？

（4 章「印刷用紙のセット」を参照）

・用紙は規格どおりのものを使用しています

か？

規格外の用紙は用紙ジャムの原因となります。

・ 用紙に湿気がありませんか？

湿度の高い場所に保管された用紙をそのまま

使用すると、用紙ジャムが起きやすくなりま

す。

・ 直射日光などの強い光がセンサーにあたると、

誤って用紙ジャムを検出しますのでブライン

ドなどで直射日光をさえぎるようにしてくだ

さい。

４ 用紙ジャムセンサー（左側トラクター下部）の

検出面が汚れているときは、ガーゼで汚れを拭

き取ってください。

５ フロントドアを開け、用紙収納部および用紙走

行路を点検してください。

用紙くずがたまっている場合は、必ず電源をオ

フ（1 章「電源の入れかた、切りかた」を参照）

してから掃除機などで除去してください。

また、リアドアを開け用紙が正しく折りたたま

れていることを点検してください。

６ プリンターに用紙をセットし、用紙の位置を調

整してください。（4 章「印刷用紙のセット」を

参照）

７ プラテン開閉レバーを手前に引いて紙送り部を

閉じてください。

８ セットカバーを閉めてください。

９ 操作パネルの【リセッ

ト】スイッチを 1 秒以

上押してください。

ステータスの表示“05
ヨウシ ショウガイ”

が消えたことを確認し

てください。

用紙ジャムセンサーの検出面

トラクター

頻繁に用紙ジャムが発生したり、用紙

ジャムが発生していないのにステー

タスに“05 ヨウシ ショウガイ”が表

示されたときは、プリンターの電源ス

イッチを一度切って入れ直してくだ

さい。（1 章「電源の入れかた、切りか

た」を参照）それでも改善されないと

きは、保守員に連絡してください。

プラテン開閉レバー

用紙収納部

用紙おりたたみ部

リセット印刷モード

通常
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リボンジャムの修復

リボンジャムが発生すると操作パネルのアラーム

ランプが点灯し、ステータスに“06 リボン ショウ

ガイ”のメッセージが表示されます。

次の手順に従ってリボンジャムを解除してくださ

い。

１ セットカバーを開けて、リボンカセットカバ

ーを開けてください。

２ リボンがリボン走行路に正しく収まっているか

どうか点検してください。

・ ローラが閉じていることを確認してください。

・リボンカセットが正しくセットされているこ

とを確認してください。

（P.6-12「リボンカセットの取り付け」を参

照）

・リボンが折れたり、たるんだり、ローラに巻

き付いたりしている場合は正しくセットし直

してください。

（P.6-13「詰替えリボン（リボンサブカセッ

ト）の交換」を参照）

・リボンが破れていたり、古くなっていたら、

リボンを交換してください。

（P.6-13「詰替えリボン（リボンサブカセッ

ト）の交換」を参照）

・リボンカセットが破損していたり、使用回数

が 10 回を超えていたら、カセットを交換し

てください。

（P.6-11「リボンカセットの取り外し」およ

び P.6-12「リボンカセットの取り付け」を参

照）

３ 左右のガイドアームおよびリボンフィードノブ

周囲のリボンくずを除去してください。

！　　注意

印刷直後の印字ヘッドに触れないで

ください。印刷直後の印字ヘッドは高

温になっており，やけどを負う恐れが

あります。

！　　注意

インクで手が汚れますので、手袋を着用

してください。

！　　注意

リボンを取り外した状態で印刷しないでく

ださい。プラテンの構成部品が早期に劣

化または損傷してしまいます。

ローラ（内側）

リボンフィードノブ

ガイドアーム

ガイドアーム
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４ 用紙厚調整レバーが正しく設定されているか確

認してください。

正しく設定されていないとリボンジャムの原因

となります。

（4 章「用紙厚調整レバーの設定」を参照）

５ リボンカセットカバーを閉め、セットカバーを

閉めてください。

６ 操作パネルの【リセット】

スイッチを 1 秒以上押し

てください。

ステータスの表示部から

“06 リボン ショウガ

イ”が消えたことを確認してください。

上記の手順に従って処置をしてもま

だステータスに “06 リボンショウ

ガイ” が表示される場合は、プリン

ターの電源を一度切って入れ直して

ください。（1 章「電源の入れかた、

切りかた」を参照）それでも改善さ

れない場合、または頻繁にリボンジ

ャムが発生する場合は保守員に連絡

してください。

リセット印刷モード

通常
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印刷不良が発生したときは

印刷品質が低下した場合は、次の操作を行ってください。

印刷不良内容 操      作

1

脱ドット (1)  用紙厚調整レバーの設定値を小さくしてください。

（4 章「用紙厚調整レバーの設定」を参照）

(2)  用紙走行路を清掃してください。

（7 章「用紙走行路の清掃方法」を参照）

(3)  リボンを交換してください。

（P.6-13「詰替えリボン（リボンサブカセット）の

交換」を参照）

2

印刷薄（全桁） (1)  用紙厚調整レバーの設定値を小さくしてください。

（4 章「用紙厚調整レバーの設定」を参照）

(2)  リボンを交換してください。

（P.6-13「詰替えリボン（リボンサブカセット）の

交換」を参照）

3

印刷薄（特定桁または一部分） (1)  用紙走行路を清掃してください。

（7 章「用紙走行路の清掃方法」を参照）

4

印刷欠け (1)  用紙厚調整レバーの設定値を見直してください。

（4 章「用紙厚調整レバーの設定」を参照）

(2)  リボンを交換してください。

（P.6-13「詰替えリボン（リボンサブカセット）の

交換」を参照）

(3)  紙片がはさまっているかもしれません。用紙走行路

を清掃してください。

（7 章「用紙走行路の清掃方法」を参照）

脱ドット

印刷薄

欠け
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印刷不良内容 操 作

5

斜行 (1)  用紙のプレプリントに斜行がないか確認してくださ

い。

（5 章「帳票設計」を参照）

6

印刷乱れ (1)  用紙厚調整レバーの設定値を見直してください。

（4 章「用紙厚調整レバーの設定」を参照）

(2)  センタペーパーガイドの位置を確認してください｡

（4 章「印刷用紙のセット」を参照）

7

文字揺れ (1)  用紙厚調整レバーの設定値を見直してください。

（4 章「用紙厚調整レバーの設定」を参照）

(2)  センタペーパーガイドの位置を確認してください｡

（4 章「印刷用紙のセット」を参照）

8

ドット離れ (1)  用紙厚調整レバーの設定値を見直してください。

（4 章「用紙厚調整レバーの設定」を参照）

斜行
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印刷不良内容 操 作

9

汚れ (1)  用紙厚調整レバーの設定値を見直してください。

（4 章「用紙厚調整レバーの設定」を参照）

(2)  リボンを取り付け直してください。

（P.6-12「リボンカセットの取り付け」を参照）

(3)  用紙走行路を清掃してください。

（7 章「用紙走行路の清掃方法」を参照）

(4)  リボンを交換してください。

（P.6-13「詰替えリボン（リボンサブカセット）の

交換」を参照）

10

かすれ (1)  用紙厚調整レバーの設定値を大きくしてください。

（4 章「用紙厚調整レバーの設定」を参照）

11

印刷薄（特定位置） (1)  用紙走行路を清掃してください。

（7 章「用紙走行路の清掃方法」を参照）

12

詰まり (1)  用紙張力を確認してください。

（4 章「用紙張力の微調整」を参照）

汚れ

短い横線において
カスレが発生する

薄

詰まり
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印刷不良内容 操 作

13

横線乱れ (1)  用紙張力を確認してください。

（4 章「用紙張力の微調整」を参照）

上記の対処方法で印刷不良が修復しない場合は、保守員に連絡してくださ

い。

乱れ
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リボンカセットの取り外し

１ 操作パネルの準備完ランプが消灯

していることを確認してください。

準備完ランプが点灯しているとき

は、準備完スイッチを押し、準備完

ランプを消灯してください。

２ 電源スイッチをオフにしてくださ

い。（「○」側を押します。）

３ セットカバーを開けて、プラテン開閉レバーを

後ろへ押して紙送り部を開けてください。

４ ペーパープレスホルダを開けてください。

５ セットアームを矢印の方向に押した後、リボン

カセットを上方に取り外してください。

注意

リボンカセットを取り外した状態で印刷し

ないでください。プラテンの構成部品が

早期に劣化または損傷してしまいます。

留意事項

・ リボンクズによる汚れが発生する場合があ

りますので、リボンカセット交換後は、7
章「リボン走行路の清掃方法」に示す手順

でリボン走行路の清掃を行ってください。

準備完

リボンカセット
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リボンカセットの取り付け

１ 操作パネルの準備完ランプが消灯

していることを確認してください。

準備完ランプが点灯しているとき

は、準備完スイッチを押し、準備

完ランプを消灯してください。

２ 電源スイッチをオフにしてくだ

さい。（「○」側に倒します。）

３ セットカバーを開けて、プラテン開閉レバーを

後ろへ押して紙送り部を開けてください。

４ ペーパープレスホルダを開けてください。

５ リボンフィードノブを時計回りに回し、リボン

のたるみを取ってください。

６ リボンカセットの左右両側にある突起を矢印の

ように溝に入れてセットしてください。

７ リボンカセットをカチッとロックするまで手前

に引いてください。 マークが左右ともかくれ

ていることを確認してください。

リボンフィードノブ

突起

マーク

！　　注意

リボンセパレーターのエッジは鋭利

なので不用意に触れるとけがをする

恐れがありますので、注意してくださ

い。

留意事項

リボンがハンマーとリボンセパレーターの間

に入ってることを確認してください。

準備完
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８ ペーパープレスホルダを閉めてください。

９ プラテン開閉レバーを手前に引いて、紙送り部

を閉じてください。

10 セットカバーを閉めてください。

11 テスト印刷を実施してください。（P.6-18「テ

スト印刷」を参照）

詰替えリボン（リボンサブカ
セット）の交換

１ 操作パネルの準備完ランプが消灯

していることを確認してください。

準備完ランプが点灯しているとき

は、準備完スイッチを押し、準備

完ランプを消灯してください。

２ 電源スイッチをオフにしてくださ

い。（「○」側に倒します。）

リボンカセットを取り外した状態で

印刷しないでください。ハンマー、プ

ラテンなどの損傷･寿命低下をまねき

ます。

リボンセパレーター
リボン

リボンの交換を行ったあとは、P.6-
18「テスト印刷」を参照し、テスト

印刷を実施し、リボン動作・印刷品

質に異常がないことを確認してくだ

さい。

留意事項

・リボンクズによる汚れが発生することがあ

りますので、7 章「リボン走行路の清掃方法」

に示す手順でリボン走行路の清掃を行って

ください。

・ 詰替えリボンの交換回数は、同一リ

ボンカセットでは、10 回までです。

それ以降は新しいリボンカセット

に交換してください。

・ リボンに触ると手が汚れますので、

手袋を着用してください。

準備完

注意

注意
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３ セットカバーを開けて、プラテン開閉レバーを

後ろへ押して紙送り部を開けてください。

４ ペーパープレスホルダを開けてください。

５ セットアームを矢印の方向に押した後、リボン

カセットを上方に取り外してください。

６ リボンカセットカバーを開けてください。

７ ローラオープンレバーをカチッとロックするま

で手前に引いてください。

８ リボンをローラと左右のガイドアームからゆっ

くり取り外してください。

９ リボンブレーキレバーを矢印方向へ押しながら

リボンを取り外してください。

リボンカセットカバー

ローラオープンレバー

ガイド

アーム

ローラ
リボンカセット
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ローラ

　①

10 リボンカセットから使用済みリボンを取り出し

て、新しい詰替えリボンの空箱に移し入れてく

ださい。

使用済リボンの廃棄については、7 章「使用済

み詰替えインクリボン（リボンサブカセット）

リボンカセット（ケース）の廃棄について」を

参照してください。

11 詰替えリボンの上ぶたを外し、案内板が右側に

なるように箱ごとリボンカセット内に入れてく

ださい。

12 詰替えリボンの内箱の左側にあるフックを外し

て開けてください。

13 詰替えリボンの案内板を押さえながら、詰替え

リボンの内箱を矢印方向に引き抜いてください。

その後、案内板を取り除いてください。

14 リボンを①～⑥の箇所を経由してセットしてく

ださい。

①:ローラ①の間にリボンを通してください。

リボンブレーキレバー

案内板

フック

注意

リボンを取り付けるとき、ねじれた

りしないように注意してください。

案内板
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⑤

⑥

リボンブレーキレバー

ガイドアーム(R) ③

②

ガイドアーム(L) ④

②～④:次に②の箇所にリボンを通し、ガイドアー

ム（R）③～ガイドアーム（L）④にリボン

をかけてください。

⑤～⑥:リボンブレーキレバーを矢印方向に押しな

がら、⑤～⑥の箇所の順にリボンを通して

ください。

15 メビウスをリボンカセットのカバーにある▼マ

ークまで移動してください。このとき、倒れて

いるリボンがあったら起こしてください。

16 ローラクローズボタンを押してローラを閉じ、

リボンフィードノブを時計回りに回し、リボン

のたるみを取ります。

17 リボンカセットカバーを閉じ、リボン交換回数

のチェックラベルの数字をひとつ消してくださ

い。

注意

図のようにリボンが左右ガイド

アーム先端のフックにかかってい

ることを確認してください。

ガイドアーム

フック

ローラクローズボタン

リボンフィードノブ

メビウス

▼マーク
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18 リボンカセットを取り付けてください。（P.6-

12「リボンカセットの取り付け」を参照）

19 テスト印刷を実施してください。（P.6-18「テス

ト印刷」を参照）

リボンの交換を行ったあとは、P.6-18
「テスト印刷」を参照し、テスト印刷

を実施し、リボン動作・印刷品質に異

常がないことを確認してください。
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テスト印刷

始業点検時、または印刷品質確認の場合にはテスト印刷を行ってください。

１ 電源スイッチをオンにしてください。（「｜」側を押します。）

２ 【準備完】スイッチを操作し、ステータスの表示を“オフライン”

（準備完ランプ消灯）にしてください。

３ 【メニュー】スイッチを押し、ステータスの表示を“メニュー

セッテイ　セッテイモード” にしてください。

４ 【シフト】スイッチを押し、ステータスの表示を“メニューセッテイ　テストインサツモード” にして

ください。

５ 【エンター】スイッチを押すと、テストインサツモードが設定され、再度【エンター】スイッチを押す

とテスト印刷が開始します。テスト印刷は　　パターン〔1 頁〕、ノーマル ANK（12cpi）〔2 頁〕、スクリ

プト ANK（12cpi）〔3 頁〕、ノーマル ANK（10cpi）〔4 頁〕、スクリプト ANK（10cpi）〔5 頁〕、漢字横書き

〔6，7 頁〕、漢字縦書き〔8，9 頁〕のパターンを 9 頁（11 インチ長）印刷して、自動的に終了します。

高濃度

高速

高品位

通常

印刷モード

前進

リセット

アラーム

電源

改頁

改行後退

ステータス

エンター シフト メニュー

準備完

２頁 ７頁 ８頁 ９頁３頁 ４頁 ５頁 ６頁１頁

印刷サンプル

注意

・テスト印刷する場合は幅 381ｍｍ（15 インチ）幅以上の用紙をご使用ください。

・幅のせまい用紙を使用するとハンマーの空打が発生し、ハンマー、プラテン、リボンなど

の損傷･寿命低下をまねきます。



6 章　こんなときには

6-19

6

６ テスト印刷中に【メニュー】スイッチを押すと、テスト印刷が終了します。

７ テスト印刷終了後、【メニュー】スイッチを押すと、オフラインになります。

８ 【準備完】スイッチを押します。

ステータスの表示が“プリントデキマス”（準備完ランプ点灯）になり、印刷ができます。



＜空白ページ＞
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７章　保守・運用について

この章では、リボンの交換、用紙詰まりやプリンターがうまく動かないときの処置、

テスト印刷のしかた、清掃のしかた、輸送のしかた、およびアフターサービスにつ

いて説明します。
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使用上のお願い

　　　警告

　　　注意

7 章　保守・運用について

・ 花びん、植木鉢など水の入った容器や虫ピン、クリップなどの小さな金属物を置かないでく

ださい。内部に入った場合、そのまま使用すると、感電や発煙、発火の原因になります。

・ マニキュア、ペディキュアや除光液など揮発性の液体は、プリンターの近くで使わないでく

ださい。プリンターの中に入って引火すると火災の原因になります。

・ 通気孔は内部の温度上昇を防ぐものです。物を置いたり立てかけたりして通気孔をふさがな

いでください。

内部の温度が上昇し、発煙、発火や故障の原因になります。

・ 万一異常が発生した場合は、電源スイッチを OFF にし、電源プラグをコンセントから抜いて

ください。そのまま使用すると、感電、火災の原因になります。また、すぐに電源プラグを

抜けるように、コンセントの周りには物を置かないでください。

・ 休暇や旅行などで長期間ご使用にならないときは、電源プラグをコンセントから抜いてくだ

さい。使用していないときも通電しているため、万一、部品破損時には火災の原因になりま

す。

・ 電源プラグをコンセントから抜き差しするときは、乾いた手で行ってください。濡れた手で

行うと感電の原因になります。

・ ケースカバーを取り外さないでください。内部に高電圧の部分があり、触れると感電の原因

になります。

・ 通気孔などから内部にクリップや虫ピンなどの金属類や燃えやすい物などを入れないでく

ださい。そのまま使用すると、感電や火災の原因になります。

自分で修理や改造・分解をしないでください。火災や感電、やけどの原因になります。

特に電源ユニット内部は高電圧部が数多くあり、万一さわると危険です。

・ プリンターのカバーは動作中に開けないでください。けがの原因になります。

・ リボンセパレーターのエッジは鋭利になっていますので、触れないでください。けがをする

おそれがあります。

使用直後のプリンターの印刷機構部は、高温になっています。冷めるまで待ってください。触

れるとやけどの原因になります。

電源プラグは年に 1 回以上コンセントから抜いて、プラグの刃と刃の周辺部分を清掃してくだ

さい。ほこりがたまると、火災の原因になります。
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プリンターの位置移動について

プリンターの廃棄について

インクリボンの取り扱い

インクリボンの仕様

インクリボンはインクを含浸した帯状の生布の両端部を半ひねり後溶着（メビウス）して、エンドレステー

プリボンとしたカセット方式のインクリボンです。

１ 交換用リボンカセット、リボンサブカセット（詰替え用インクリボン）

純正品は下記品名コードおよび品名を指定し購入してください。

品名コード 品名 備考

N000617B リボンカセット インクリボン付カセット

N212877A リボンサブカセット 詰替え用インクリボン

２ インクリボン仕様

厚さ 0.12ｍｍ

幅 25ｍｍ

長さ 120ｍ
繊維密度 高密度

メビウス 有り

プリンターの質量は、本体のみで約 145kg あります。プリンターの位置を移動、移設する場合

にはお買い求めの販売店にご相談ください。

！　　注意

プリンターを廃棄するときには、廃棄物管理表（マニュフェスト）の発行が義務づけられてい

ます。詳しくは、お買い求め先にご相談いただくか、各都道府県産業廃棄物協会にお問い合わ

せください。廃棄物管理表は、（社）全国産業廃棄物協会に用意されています。

！　　注意

留意事項

・ インクリボンは購入後 1 年以内にお使いください。時間の経過とともにインクが乾燥し、さらにイ

ンクリボンを長く放置しておくとインクの片寄りが発生する場合があります。

・ インクリボンはインクの乾燥や変質をさけるため高温の場所には保管しないでください｡できるだ

け梱包された状態で水平にて空調された場所で保管してください。

・ インクリボンは純正品をご使用ください。非純正品インクリボンの使用は機器の故障原因となりま

す。
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インクリボンの点検

毎日の業務を開始する前に、次の手順でリボンを点

検してください。

１ 電源がオフになっていることを確

認してください。（「○」側に倒れ

ています。）

２ セットカバーを開き、リボンカセッ

トカバーを開けてください。

３ インクリボンが切れていたりねじれていたりし

ていないか、またリボン走行路内に正しく収ま

っているかを点検してください。 ４ リボンカセットカバーを閉じ、セットカバーを

閉じてください。

リボン
カセット
カバー

リボンブレーキ
ローラオープンレバー

インクリボン
リボンフィードノブ

注意

印刷が薄くなった時に、用紙厚調整レ

バーで濃度の調整を行わないでくだ

さい。

リボンが切れる原因となります。

・ 印刷が薄くなった場合や、リボンが

古くなり、よれよれになった場合、

またリボンに損傷が見つかった場

合は、早めにリボンを交換してくだ

さい。

・ 詰替え用インクリボンの交換回数

は、同一リボンカセットでは 10 回

までです。それ以降は新しいリボン

カセットに交換してください。

・ 交換時期を過ぎたリボンカセット

やリボンを交換せずそのまま使用

していると、印刷不良や、リボンフ

ィード不良が発生したり、プリンタ

ーの障害を誘発することがありま

すので、早めに新品と交換してくだ

さい。

注意
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使用済み詰替えインクリボン（リボンサブカセット）、リボンカセッ

ト（ケース）の廃棄について

使用済みのインクリボンは、法令、条例に従って産業廃棄物としてお客様にて処理処分をお願いします。

お客様が処理業者に処理を委託する場合で、（財）日本産業廃棄物処理振興センターが発行する伝票（産業

廃棄物マニュフェスト）への記載が必要となった場合に、下記に本インクリボンの種類、特性などを示しま

すので、伝票記載時の参考にしてください。

産業廃棄物処理マニュフェスト情報

消耗品内訳 マニュフェスト情報

品   名 種  類 形状 重金属等有無 特性

・リボンカセット

・リボンサブカセット

廃プラスチック

繊維くず

固形 無し 01

リボンカセット（ケース）

詰替えインクリボン
（リボンサブカセット）
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清掃方法について
清掃要項

１ 使用工具

電気掃除機、空ぶき用布（ガーゼ）

２ 清掃場所および実施時期

清掃場所 実施時期 清掃方法

① リボン走行路 インクリボン交換時 P.7-7「リボン走行路の清掃方法」参照

② 用紙走行路 毎日（終業時） P.7-8「用紙走行路の清掃方法」参照

③ 用紙収納部 毎日（終業時） P.7-9「用紙収納部の清掃方法」参照

④ スタッカー部 毎日（終業時） P.7-9「スタッカー部の清掃方法」参照

⑤ フィルター部 1 回／週（終業時） P.7-10「フィルター部の清掃方法」参照

注意

・ 清掃を行うときは、溶剤などを使用しないでください。

・ 内部の機構部には、強力な磁石がありますので、金属類を近づけないでください。

・ リボンセパレーターを傷つけないように注意してください。

・ 時計、フロッピーディスク等は、異状をきたすことがありますので近づけないでください。

！　　注意

・ 印刷直後は、内部の機構部が高温になっておりやけどを負う恐れがありますので触らないで

ください。10 分以上放置した後で、作業を行ってください。

・ リボンセパレーターのエッジは鋭利なので不用意に触れるとケガをする恐れがありますの

で、注意してください。

リボンセパレーター

注意

清掃前に、必ず電源スイッチをオフしてください。
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リボン走行路の清掃方法

プリンターの性能を維持するためには、リボン走行

経路の清掃が必要です。

インクリボンの交換時期にあわせて、次の手順で清

掃を行ってください。

１ 電源スイッチをオフにしてください。

（「○」側を押します。）

２ プラテン開閉レバーで紙送り部を「全開」の状

態まで開けてください。

また、用紙が取り付けられている場合は用紙を

外してください。

３ ペーパープレスホルダを開けてください。

４ リボン走行路に付着しているリボンくずを、電

気掃除機またはガーゼで清掃してください。特

に左右のガイドアームおよびリボンセンサーに

付着したリボンくずは、インクリボンの走行に

悪影響を与えますので清掃してください。

注意

・電気掃除機の吸入口を無理にプリ

ンター内部に入れないでください。

・リボンセパレーターを電気掃除機

の吸入口で曲げないように注意し

てください。

リボンセパレーターに変形または破

損があった場合は、保守員に連絡して

ください。そのまま使用すると、印刷

品質に悪影響を与えるばかりでなく、

装置に損傷を与えることがあります。

注意

ガイドアーム

ガイドアーム

（反対側も同じ）
上から見た図

リボンセパレーター
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用紙走行路の清掃方法

プリンターの性能を維持するためには、用紙走行経

路の清掃が必要です。

プリンターを使用した後には次の手順で清掃を行

うことをお勧めします。

１ 電源スイッチをオフにしてくだ

さい。（「○」側を押します。）

２ プラテン開閉レバーで紙送り部を「全開」の状

態まで開けてください。

また、用紙が取り付けられている場合は、用紙

を外してください。

３ 印刷機構部、左右のトラクターピン周辺、用紙

ジャムセンサー（光学式）、用紙走行路を電気掃

除機またはガーゼで清掃してください。用紙ジ

ャムセンサー（光学式）は必ずガーゼで清掃し

てください。

・ 電気掃除機の吸入口を無理にプリ

ンター内部に入れないでください。

・ リボンセパレーターを電気掃除機

の吸入口で曲げないように注意し

てください。

注意

プラテン開閉レバー

トラクターピン

印刷機構部

用紙ジャムセンサー

（光学式）

用紙走行路

リボンセパレーター
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用紙収納部の清掃方法

プリンターの性能を維持するためには、用紙収納部

の清掃が必要です。

プリンターを使用した後には次の手順で清掃を行

うことをお勧めします。

１ フロントドアを開け、用紙が取り付けられてい

る場合は取り外してください。

２ 用紙収納部内の用紙くずを電気掃除機で除去

してください。

３ EOF センサー（光学式）の検出面は必ずガーゼ

で清掃してください。

スタッカー部の清掃方法

印刷用紙の汚れを防ぐためには、スタッカー部の清

掃が必要です。

１ リアドアを開け、用紙が置かれている場合は取

り除いてください。

２ スタッカー部の用紙くずを電気掃除機で除去し

てください。

リアドア

スタッカー部

EOF センサー

（光学式）

用紙収納部
フロントドア
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フィルター部の清掃方法

プリンターの性能を維持するためには、フィルター

部の清掃が必要です。

１ 電源スイッチをオフにしてください。（「○」側

を押します。）

２ 空気取入口の開口部に電気掃除機をあててほこ

り、紙くず等を除去してください。

アフターサービス

・無償保証期間は、お買い上げ日より１年です。

・保守部品保有期間は、製造中止後５年です。

・分解、改造などを行わないでください。

無償保証期間内でも無償修理が受けられないこ

とがあります。

・プリンターのご使用に当たっては、当社指定のオ

プションまたは消耗品をお使いください。

指定以外の用品をお使いになったことによる製

品の誤動作および故障に関しましては、当社は一

切責任を負いかねますのでご了承ください。

・操作および機能について不明な点や修理につい

ては、お買い求めの販売店、保守会社または本書

に記載されている問合わせ先にご相談ください。

電源冷却用空気取入口

機構部冷却用空気取入口
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８章　付録

この章では、プリンターの概略仕様、インターフェース仕様、制限事項等について

説明します
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8 章　付録

プリンターの概略仕様
項  目 機  器  仕  様

ド ッ ト 密 度
横：180 ドット／25.4mm(1 インチ)
縦：180 ドット／25.4mm(1 インチ)

印 刷 速 度

注 1）

高品位  180×180 ドット／25.4mm（1 インチ）最高 600 行／分

通常    120×180 ドット／25.4mm（1 インチ）最高 800 行／分

高速     90×180 ドット／25.4mm（1 インチ）最高 1000 行／分

紙 送 り 速 度 最大 635ｍｍ／秒（25 インチ／秒）

1 行 最 大 印 刷 幅 345.44ｍｍ（13.6 インチ、2,448 ドット）

行 ピ ッ チ
3.18mm（1／8 インチ）、4.23mm（1／6 インチ）、

ｎ×0.14mm（ｎ／180 インチ）（ｎ＝１～255）
漢  字 英数カナ文 字 構 成

（ 横 × 縦 ） 24 ドット×24 ドット 13 ドット×18 ドット

最 大 印 刷 桁 数 90 文字／行 136 文字／行

複 写 能 力 5 枚（オリジナルを 1 枚含む）（高濃度印刷で 8P まで可能）

形 状 両端送り孔付き（連続折りたたみ用紙）

連 量 55～110kg（64.0～127.9 g/m2）
印 刷

用 紙
寸 法

横寸法：88.9～406.4mm（3.5～16 インチ）

縦寸法：101.6～304.8mm（4～12 インチ）

折りたたみ寸法：203.2～304.8ｍｍ（8～12 インチ）

イ ン ク リ ボ ン カセット式エンドレステープリボン

外 形 寸 法 高さ：約 1070mm　　幅  ：約 750mm　　奥行：約 815mm
質 量 約 145kg
インターフェース セントロニクス準拠パラレルインタフェース

入力電源 AC100Ｖ±10％
周 波 数 50／60Hz±1Hz
消 費 電 力 1025 W（印刷時）  195 W（待機時）  2115W（最大時）

電源プラ グ 3 極引掛型

電 源

仕 様

電源コー ド 4ｍ（プリンター外部の長さ）

発 熱 量 約 1025J/s（印刷時）  約 195J/s（待機時）  約 2115J/s（最大時）

騒 音 60dB（A）以下（印刷時）

装 置 寿 命 5 年または 4,320 万行

温 度
5～40℃（動作中）  0～43℃（非動作中）推奨温度：10～30℃
（温度勾配 10℃／h 以下、ただし結露しないこと）環 境

条 件
湿 度

30～80％（動作中）  8～90％（非動作中）推奨湿度：35～65％RH
（温度勾配 20％／h 以下、ただし結露しないこと）

保 守 ス ペ ー ス プリンターの操作、日常点検、保守作業などを行うために下図の保守スペースを

確保してください。

注 1）印刷速度は、印刷文字種、印刷文字数、環境温度などの使用条件によって低下します。

単位：ｍｍ

プリンター

830

830

700700

(前面)
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インターフェース仕様

パラレル（セントロニクス準拠）

インターフェースコネクタ

プリンター側 ：レセプタクル ：DDK 相当品 36 ピン

ケーブル側 ：プラグ ：DDK 相当品 36 ピン

コネクタピン配列

インターフェースコネクタ（36 ピン）

ピン

No
信　号

ピン

No
信　号

1 *STROB 19 *STROB-RET

2 DATA 1 20 DATA 1-RET

3 DATA 2 21 DATA 2-RET

4 DATA 3 22 DATA 3-RET

5 DATA 4 23 DATA 4-RET

6 DATA 5 24 DATA 5-RET

7 DATA 6 25 DATA 6-RET

8 DATA 7 26 DATA 7-RET

9 DATA 8 27 DATA 8-RET

10 *ACKNLG 28 *ACKNLG-RET

11 BUSY 29 BUSY-RET

12 PE 30 *PE-RET

13 SELECT 31 *INIT

14 *AUTO FEED XT 32 *FAULT

15 NC 33 SG

16 SG 34 NC

17 FG 35 NC

18 NC 36 *SLCT IN

注 1) -RET 信号は、すべて SG に接続されています。

注 2)  *は、負論理信号であることを示します。

入力信号の説明

DATA 1～8 プリンターの受信データです。

“H”で信号あり、“L”で信号なし

です。

*STROB DATA1～8 を読み込むためのパルス信

号です。

定常状態では“H”です。“H”から“L”
になるとき、データを読み込みます。

*AUTO 復帰改行する信号です。

FEED XT “L”になっていると、CR コードを受

信して復帰改行します。

*SLCT IN DC1/DC3を無効にする信号です。

電源投入時に、“L”になっていると、

DC1/DC3 コードが無効になります。

*INIT プリンターを初期状態にする信号で

す。

 “L”になるとプリンターは初期状

態になります。

出力信号の説明

*ACKNLG *STROBEに対する応答信号です。

データ入力完了時に出力される負のパ

ルス信号です。

PE 用紙切れを通知する信号です。

BUSY プリンターのビジー状態を通知する信

号です。

この信号が“H”のとき、プリンター

はビジー状態で、データは受信できま

せん。

以下の状態のとき、この信号は“H”

です。

受信データ処理中、アラーム状態、オ

フライン状態、電源投入時または

*INIT信号を受信しての初期化動作中。

SELECT 常に“H”です。

*FAULT アラーム状態、オフライン状態を通

知する信号です。

この信号が“L”のときは、アラーム

状態、オフライン状態です。
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ネットワーク（オプション）

プリンターにプリントサーバーを接続することに

より、ネットワークプリンターとしてご使用いただ

けます。

プリントサーバー

10BASE-T／100BASE-TX 自動切り替え

TCP/IP，対応

接続時の設定

プリントサーバと接続する場合は、メニュー設定が

以下の設定になっていることを確認してください。

設定モード　 －双方向通信 －「有効」

インターフェースの変更に

ついて

インターフェースを変更するときに
は、お買い求めの販売店にご相談くだ
さい。

！　　注意
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ESC/P コマンド

ＥＳＣ／Ｐコマンドコードはプリンターを制御するための命令です。この項は、プリンターの制御に関し

て必要に応じて参照してください。

ＥＳＣ／Ｐコマンドコード一覧

以下にコマンドコードの一覧を示します。

機　能 コントロールコード 16 進表示 パラメーターの範囲

印刷復帰 ＣＲ ０Ｄ

改行 ＬＦ ０Ａ

改ページ ＦＦ ０Ｃ

ｎ／180インチ順方向紙送り ＥＳＣ Ｊ ｎ １Ｂ ４Ａ ｎ ０≦ｎ≦ 255

印
刷
・
紙
送
り

ｎ／180インチ逆方向紙送り ＥＳＣ ｊ ｎ １Ｂ ６Ａ ｎ ０≦ｎ≦ 255

行単位ページ長設定 ＥＳＣ Ｃ ｎ １Ｂ ４３ ｎ １≦ｎ≦ 127

インチ単位ページ長設定 ＥＳＣ Ｃ ０ ｎ １Ｂ ４３ ００ ｎ １≦ｎ≦ 22

ミシン目スキップ設定 ＥＳＣ Ｎ ｎ １Ｂ ４Ｅ ｎ １≦ｎ≦ 127

ミシン目スキップ解除 ＥＳＣ ０ １Ｂ ４Ｆ

右マージン設定 ＥＳＣ Ｑ ｎ １Ｂ ５１ ｎ １≦ｎ≦ 255

印
刷
領
域
設
定

左マージン設定 ＥＳＣ ｌ ｎ １Ｂ ６Ｃ ｎ ０≦ｎ≦ 255

１／８インチ改行量設定 ＥＳＣ ０ １Ｂ ３０

１／６インチ改行量設定 ＥＳＣ ２ １Ｂ ３２

ｎ／180インチ改行量設定 ＥＳＣ ３ ｎ １Ｂ ３３ ｎ ０≦ｎ≦ 255

改
行
量

設
　

定
ｎ／60インチ改行量設定 ＥＳＣ Ａ ｎ １Ｂ ４１ｎ ０≦ｎ≦ 85

水平タブ位置設定 ＥＳＣ Ｄ ［ｎ］ｋ ＮＵＬ １Ｂ ４４［ｎ]ｋ ００ １≦ｎ≦ 255　０≦ｋ≦ 32

垂直タブ位置設定 ＥＳＣ Ｂ ［ｎ］ｋ ＮＵＬ １Ｂ ４２［ｎ]ｋ ００ １≦ｎ≦ 255　０≦ｋ≦ 16

水平タブ実行 ＨＴ ０９

垂直タブ実行 ＶＴ ０Ｂ

絶対位置設定 ＥＳＣ ＄ ｎ１ ｎ２ １Ｂ ２４ ｎ１ ｎ２ ０≦(ｎ１＋ｎ２×256)≦ 815

タ
ブ
設
定

相対位置設定 ＥＳＣ ￥ ｎ１ ｎ２ １Ｂ ５Ｃ ｎ１ ｎ２ －2448≦(ｎ１＋ｎ２×256)≦ 2447

書体選択 ＥＳＣ ｋ ｎ １Ｂ ６Ｂ ｎ ０≦ｎ≦６(１～4,6 の場合はローマン）

プロポーショナル指定／解除 ＥＳＣ ｐ ｎ １Ｂ ７０ ｎ ｎ＝０(解除)，１(設定)

１０ＣＰＩ指定 ＥＳＣ Ｐ １Ｂ ５０

１２ＣＰＩ指定 ＥＳＣ Ｍ １Ｂ ４Ｄ

１５ＣＰＩ指定 ＥＳＣ ｇ １Ｂ ６７

スーパー／サブスクリプト指定 ＥＳＣ Ｓ ｎ １Ｂ ５３ ｎ ｎ＝０(ｽｰﾊﾟｰ)，１(サブ)

文
字
設
定

スーパー／サブスクリプト解除 ＥＳＣ Ｔ １Ｂ ５４

全角文字スペース量設定 ＦＳ Ｓ ｎ１ ｎ２ １Ｃ ５３ ｎ１ ｎ２
０≦ｎ１≦ 127

０≦ｎ２≦ 127
漢
字
ピ
ッ
チ

調
　
　
　

整半角文字スペース量設定 ＦＳ Ｔ ｎ１ ｎ２ １Ｃ ５４ ｎ１ ｎ２
０≦ｎ１≦ 127

０≦ｎ２≦ 127

漢字縦書き指定 ＦＳ Ｊ １Ｃ ４Ａ

漢字横書き指定 ＦＳ Ｋ １Ｃ ４Ｂ

半角縦書き２文字指定 ＦＳ Ｄ［ｄ］ｋ １Ｃ ４４［ｄ］ｋ ｋ＝４

４倍角指定／解除 ＦＳ Ｗ ｎ １Ｃ ５７ ｎ ｎ＝０(解除)，１(設定)

漢字アンダーライン指定／解除 ＦＳ － ｎ １Ｃ ２Ｄ ｎ
ｎ＝０(解除),１(細 指定)

２(太 指定)

文
字
装
飾

漢字一括指定 ＦＳ ！ｎ １Ｃ ２１ ｎ ０≦ｎ≦ 255



8 章　付録

8-6

8

機　能 コントロールコード 16 進表示 パラメーターの範囲

ビットイメージ選択
ＥＳＣ  ＊

ｍ  ｎ１  ｎ２ [ｄ] ｋ

１Ｂ  ２Ａ  ｍ

 ｎ１  ｎ２

[ｄ]  ｋ

ｍ＝０～４,６,32,33,38～40,

０≦n1≦255,０≦n2≦31

０≦ｄ≦255

ｋ＝(n1＋n2×256)×ｊｊ＝1,3

８ドット単密度ビットイメージ ＥＳＣ  Ｋ ｎ１ ｎ２   [ｄ] ｋ
１Ｂ  ４Ｂ

ｎ１  ｎ２ [ｄ]  ｋ

０≦ｎ1≦255, ０≦ｎ2≦31

０≦ｄ≦255

８ドット倍密度ビットイメージ ＥＳＣ  Ｌ ｎ１ ｎ２   [ｄ] ｋ
１Ｂ  ４Ｃ

ｎ１  ｎ２ [ｄ]  ｋ

０≦ｎ1≦255, ０≦ｎ2≦31

０≦ｄ≦255

８ドット倍速倍密度ビットイメージ ＥＳＣ  Ｙ ｎ１ ｎ２   [ｄ] ｋ
１Ｂ  ５９

ｎ１  ｎ２ [ｄ]  ｋ

０≦ｎ1≦255, ０≦ｎ2≦31

０≦ｄ≦255

８ドット４倍密度ビットイメージ ＥＳＣ  Ｚ ｎ１ ｎ２   [ｄ] ｋ
１Ｂ  ５Ａ

ｎ１  ｎ２ [ｄ]  ｋ

０≦ｎ1≦255, ０≦ｎ2≦31

０≦ｄ≦255

ビ

ッ

ト

イ

メ
ー
ジ
選
択

ビットイメージ変換 ＥＳＣ  ? ｎ ｍ １Ｂ  ３Ｆ ｎ ｍ ｎ=“Ｋ”,”Ｌ”,”Ｙ”,”Ｚ”, ０≦ｍ≦４０

初期化 初期化 ＥＳＣ  ＠ １Ｂ  ４０

単方向印刷指定／解除 ＥＳＣ  Ｕ  ｎ １Ｂ  ５５  ｎ ｎ＝０(両方向),１(単方向)

漢字高速印刷指定 ＦＳ  ｘ  ｎ １Ｃ  ７８  ｎ ｎ＝０(解除),１(高速指定)

キ
ャ
リ
ッ
ジ

制 

御文字品位選択 ＥＳＣ   ｘ  ｎ １Ｂ  ７８  ｎ ｎ＝０(ドラフト),１(通常)

縮小指定 ＳＩ ０Ｆ

縮小指定 ＥＳＣ  ＳＩ １Ｂ  ０Ｆ

縮小解除 ＤＣ２ １２

アンダーライン指定／解除 ＥＳＣ   －  ｎ １Ｂ  ２Ｄ  ｎ ｎ＝０(解除),１(指定)

縦倍拡大指定／解除 ＥＳＣ  ｗ  ｎ １Ｂ  ７７  ｎ ｎ＝０(解除),１(指定)

国際文字選択 ＥＳＣ   Ｒ  ｎ １Ｂ  ５２  ｎ ０≦ｎ≦12,13,64

文 
 

字 
 

セ 
 

ッ 
 

ト文字コード表選択 ＥＳＣ   ｔ  ｎ １Ｂ  ７４  ｎ
ｎ＝１(拡張グラフィック)

３(カタカナ）

ダウンロード文字定義

ＥＳＣ   ＆  ０  ｎ  ｍ

[ａ０ａ１ａ２

ｐ１…ｐｋ] ｍ － ｎ ＋ １

１Ｂ  26 00 ｎ  ｍ

[ａ０  ａ１  ａ２

ｐ１……

…ｐｋ]ｍ－ｎ＋１

32≦ｎ≦ｍ≦127  ０≦a0≦127

０≦a1≦127  －128≦a2≦127

０≦p1…pk≦255

ダウンロード文字セット指定

／解除

ＥＳＣ  ％  ｎ １Ｂ  ２５  ｎ ｎ＝０(解除),１(指定)

文字セットコピー ＥＳＣ  ：  ０  ｎ  ０ １Ｂ  ３Ａ  00n00 ０≦ｎ≦６(1～4,6の場合はローマン)

文字間スペース量設定 ＥＳＣ  ＳＰ  ｎ １Ｂ  ２０  ｎ ０≦ｎ≦127

強調設定 ＥＳＣ  Ｅ １Ｂ  ４５

強調解除 ＥＳＣ  Ｆ １Ｂ  ４６

二重印刷指定 ＥＳＣ  Ｇ １Ｂ  ４７

二重印刷解除 ＥＳＣ  Ｈ １Ｂ  ４８

倍幅拡大指定／解除 ＥＳＣ  Ｗ  ｎ １Ｂ  ５７  ｎ ｎ＝０(解除),１(指定)

自動解除付き倍幅拡大指定 Ｓ０ ０Ｅ

自動解除付き倍幅拡大指定 ＥＳＣ Ｓ０ １Ｂ  ０Ｅ

自動解除付き倍幅拡大解除 ＤＣ４ １４

文　

　

　

　

字　

　

　

　

定　

　

　

　

義

一括指定 ＥＳＣ  ！  ｎ １Ｂ  ２１  ｎ ０≦ｎ≦255
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機　能 コントロールコード 16 進表示 パラメーターの範囲

漢字モード指定 ＦＳ  ＆ １Ｃ  ２６

漢字モード解除 ＦＳ  ． １Ｃ  ２Ｅ

半角文字指定 ＦＳ  ＳＩ １Ｃ  ０Ｆ

半角文字解除 ＦＳ  ＤＣ２ １Ｃ  １２

１／４ 角文字指定 ＦＳ  ｒ  ｎ １Ｃ  ７２  ｎ ｎ＝０（上付き),１（下付き）

漢

字

文

字

セ

ッ

ト漢字書体選択 ＦＳ  ｋ  ｎ １Ｃ  ６Ｂ  ｎ ｎ＝０（明朝)

漢
字
文
字
定
義

外字定義 ＦＳ  ２  a1 a2 ｢ｄ｣ ｋ
１Ｃ  32 a1 a2

[ｄ] ｋ

77H≦a1≦7AH
21H≦a2≦7EH
k=72

自動解除付き倍幅拡大指定 ＦＳ ＳＯ １Ｃ  ０Ｅ

自動解除付き倍幅拡大解除 ＦＳ ＤＣ４ １Ｃ  １４

文字スタイル選択 ＥＳＣ  ｑ  ｎ １Ｂ  ７１  ｎ ｎ＝０,１,２,３

イタリック指定 ＥＳＣ  ４ １Ｂ  ３４

イタリック解除 ＥＳＣ  ５ １Ｂ  ３５

半角スペース量補正 ＦＳ  Ｕ １Ｃ  ５５

半角スペース量補正解除 ＦＳ  Ｖ １Ｃ  ５６

データ抹消 CAN 18

１文字削除 DEL 7F

デバイスコントロール１ DC1 11

デバイスコントロール３ DC3 13

ブザー BEL 07

ＶＦＵタブ位置設定 ESC b m [n] k 0 1B 62 m [n]k 00 0≦m≦7, 1≦n≦255, 0≦ｋ≦16
0≦k≦16,

ＶＦＵチャネル選択 ESC / m 1B 2F m 0≦m≦7

後退 BS 08

ＭＳＢ＝１指定 ESC > 1B 3E

ＭＳＢ＝０指定 ESC = 1B 3D

ＭＳＢコントロール解除 ESC # 1B 23

上位側制御コード解除 ESC 6 1B 36

上位側制御コード指定 ESC 7 1B 37

そ

 
 

の

 
 

他

位置ぞろえ選択 ESC a n 1B 61 n n=0,1,2,3

バーコードデータ　指定

！＠＆４ＥP1P2
［データ］

　P1:バーコード種類

(1バイト)

　P2:データ長

(2バイト)

21 40 26
34 45
P1P2[データ]

P1:31H=2 OF 5 STANDARD
  32H=2 OF 5
        INTERLEAVED
  33H=NW7
  34H=CODE 39
  35H=JAN STANDARD
  36H=JAN SHORT
  37H=郵政カスタマコード

  (自動チェックディジット生成モード)
  38H=郵政カスタマコード

  (全桁上位指定モード)
  39H=CODE128
Ｐ２：ＸＸＨ＝ＸＸＨ:データ長

   例 31H 30H：10 バイト

  [データ]:文字コード

バーコード印刷指定 ！＠＆４Ｆ 21 40 26 34 46

ANK文字印刷指定 ！＠＆４Ｇ 21 40 26 34 47

拡大印刷指定
!  @  &  4  H
 P1 P2 [文字データ]

21 40 26 34 48
 P1 P2
 [文字コード]

P1：縦 1,2,3,4,5,6,7,8 倍

P2：横 1,2,3,4,5,6,7,8 倍

拡張ＯＣＲ-Ｂコマンド
! @ & 4 I O n 21 40 26 34

49 00 n
n=30：無効

  =31：有効

特
　
　

殊
　
　

コ
　
　

マ
　
　

ン
　
　

ド

帳票名表示指定／解除

ＥＳＣ ！ １８

ｎ ００ ｍ

Ｐ１～Ｐ１６

１Ｂ ７Ｃ １８

ｎ ００ ｍ

Ｐ１～Ｐ１６

ｎ：表示文字数＋１

(ｎ＝０１Ｈ～１１Ｈ )

　ｍ＝０７Ｈ：表示解除

　ｍ＝８４Ｈ：右ずめ表示

　ｍ＝８７Ｈ：左ずめ表示
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上位

下位

文字コード表

カタカナコード表

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

０ NUL SP 0 @ P ‛ p ┴ ｰ ﾀ ﾐ = ×

１ DC1 ! 1 A Q a q ┬ 。 ｱ ﾁ ﾑ 円

２ DC2 ” 2 B R b r ┤ ｢ ｲ ﾂ ﾒ ≠ 年

３ DC3 # 3 C S c s ├ ｣ ｳ ﾃ ﾓ 月

４ DC4 $ 4 D T d t ─ 、 ｴ ﾄ ﾔ ◢ 日

５ % 5 E U e u ─ . ｵ ﾅ ﾕ ◣ 時

６ & 6 F V f v │ ｦ ｶ ﾆ ﾖ ◥ 分

７ BEL ’ 7 G W g w │ ｧ ｷ ﾇ ﾗ ◤ 秒

８ BS CAN ( 8 H X h x ┌ ｨ ｸ ﾈ ﾘ ♠ 〒

９ HT EM ) 9 I Y i y ┐ ｩ ｹ ﾉ ﾙ ♥ 市

Ａ LF * : J Z j z └ ｪ ｺ ﾊ ﾚ ♦ 区

Ｂ VT ESC + ; K [ k { ┘ ｫ ｻ ﾋ ﾛ ♣ 町

Ｃ FF FS , < L \ l ￤ ◜ ｬ ｼ ﾌ ﾜ 村

Ｄ CR - = M ] m } ◝ ｭ ｽ ﾍ ﾝ 人

Ｅ SO . > N ^ n ~ ◟ ｮ ｾ ﾎ ゛ ╱

Ｆ SI / ? O _ o DEL ┼ ◞ ｯ ｿ ﾏ ° ╲ NUL

　　〈注意〉

　８０ＨからＦＦＨに対してＥＳＣ Ｓ，ＥＳＣ ｇ，ＥＳＣ ｐは無視する。
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8

上位

下位

拡張グラフィックコード表

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

０ NUL SP 0 @ P ‛ p Ç É á └ ╨ α ≡

１ DC1 ! 1 A Q a q ü æ í ┴ ╤ β 
２ DC2 ” 2 B R b r é Æ ó ┬ ╥ Γ ≥

３ DC3 # 3 C S c s â ô ú ▕ ├ ╙ π ≤

４ DC4 $ 4 D T d t ä ö ñ ┤ ─ ╘ Σ ⌠

５ § % 5 E U e u à ò Ñ ╡ ┼ ╒ σ ⌡

６ & 6 F V f v å û ╢ ╞ ╓ μ ÷

７ BEL ’ 7 G W g w ç ù ╟ ╫ τ ≈

８ BS CAN ( 8 H X h x ê ÿ ¿ ╚ ╪ Φ

９ HT EM ) 9 I Y i y ë Ö ⌐ ╣ ╔ ┘ θ

Ａ LF * : J Z j z è Ü ¬ ║ ╩ ┌ Ω

Ｂ VT ESC + ; K [ k { ï ¢ ╗ ╦ ▇ δ √

Ｃ FF FS , < L \ l ￤ î £ ╝ ╠ ▃ ∞

Ｄ CR - = M ] m } ì ¥ ¡ ╜ ═ ▌ φ ²

Ｅ SO . > N ^ n ~ Ä ≪ ╛ ╬ ▐ ∊ ■

Ｆ SI / ? O _ o DEL Å ƒ ≫ ┐ ╧ ▀ ∩ SP

　　〈注意〉

　Ｂ０Ｈ～ＤＦＨ，Ｆ４Ｈの文字は、最大１／６インチの行幅分まで自動延長して印字される。

　Ｂ０Ｈ～ＤＦＨ，Ｆ４Ｈ，Ｆ５Ｈに対して、ＥＳＣ ４，ＥＳＣ ｑ，ＥＳＣ －は無効となる。

　Ｂ０Ｈ～ＤＦＨ，Ｆ０Ｈ～ＦＦＨに対して、ＥＳＣ Ｓは無効となる。
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第2バイト(16進)
21 22 23 24 25 26 27 28 29 2A 2B 2C 2D 2E 2F 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 3A 3B 3C 3D 3E 3F 40

第 50弌丐丕个丱丶丼丿乂乖乘亂亅豫亊舒弍于亞亟亠亢亰亳亶从仍仄仆仂仗仞
1 51僉僊傳僂僖僞僥僭僣僮價僵儉儁儂儖儕儔儚儡儺儷儼儻儿兀兒兌兔兢竸兩
バ52辧劬劭劼劵勁勍勗勞勣勦飭勠勳勵勸勹匆匈甸匍匐匏匕匚匣匯匱匳匸區卆
イ53咫哂咤咾咼哘哥哦唏唔哽哮哭哺哢唹啀啣啌售啜啅啖啗唸唳啝喙喀咯喊喟
ト54圈國圍圓團圖嗇圜圦圷圸坎圻址坏坩埀垈坡坿垉垓垠垳垤垪垰埃埆埔埒埓
（55奸妁妝佞侫妣妲姆姨姜妍姙姚娥娟娑娜娉娚婀婬婉娵娶婢婪媚媼媾嫋嫂媽
1 56屐屏孱屬屮乢屶屹岌岑岔妛岫岻岶岼岷峅岾峇峙峩峽峺峭嶌峪崋崕崗嵜崟
6 57廖廣廝廚廛廢廡廨廩廬廱廳廰廴廸廾弃弉彝彜弋弑弖弩弭弸彁彈彌彎弯彑
進58悄悛悖悗悒悧悋惡悸惠惓悴忰悽惆悵惘慍愕愆惶惷愀惴惺愃愡惻惱愍愎慇
）59戞戡截戮戰戲戳扁扎扞扣扛扠扨扼抂抉找抒抓抖拔抃抔拗拑抻拏拿拆擔拈

5A據擒擅擇撻擘擂擱擧舉擠擡抬擣擯攬擶擴擲擺攀擽攘攜攅攤攣攫攴攵攷收
5B曄暸曖曚曠昿曦曩曰曵曷朏朖朞朦朧霸朮朿朶杁朸朷杆杞杠杙杣杤枉杰枩
5C棔棧棕椶椒椄棗棣椥棹棠棯椨椪椚椣椡棆楹楷楜楸楫楔楾楮椹楴椽楙椰楡
5D檗蘗檻櫃櫂檸檳檬櫞櫑櫟檪櫚櫪櫻欅蘖櫺欒欖鬱欟欸欷盜欹飮歇歃歉歐歙
5E沺泛泯泙泪洟衍洶洫洽洸洙洵洳洒洌浣涓浤浚浹浙涎涕濤涅淹渕渊涵淇淦
5F漾漓滷澆潺潸澁澀潯潛濳潭澂潼潘澎澑濂潦澳澣澡澤澹濆澪濟濕濬濔濘濱
60燹燿爍爐爛爨爭爬爰爲爻爼爿牀牆牋牘牴牾犂犁犇犒犖犢犧犹犲狃狆狄狎
61瓠瓣瓧瓩瓮瓲瓰瓱瓸瓷甄甃甅甌甎甍甕甓甞甦甬甼畄畍畊畉畛畆畚畩畤畧
62癲癶癸發皀皃皈皋皎皖皓皙皚皰皴皸皹皺盂盍盖盒盞盡盥盧盪蘯盻眈眇眄
63磧磚磽磴礇礒礑礙礬礫祀祠祗祟祚祕祓祺祿禊禝禧齋禪禮禳禹禺秉秕秧秬
64筺笄筍笋筌筅筵筥筴筧筰筱筬筮箝箘箟箍箜箚箋箒箏筝箙篋篁篌篏箴篆篝
65紂紜紕紊絅絋紮紲紿紵絆絳絖絎絲絨絮絏絣經綉絛綏絽綛綺綮綣綵緇綽綫
66罅罌罍罎罐网罕罔罘罟罠罨罩罧罸羂羆羃羈羇羌羔羞羝羚羣羯羲羹羮羶羸
67隋腆脾腓腑胼腱腮腥腦腴膃膈膊膀膂膠膕膤膣腟膓膩膰膵膾膸膽臀臂膺臉
68茵茴茖茲茱荀茹荐荅茯茫茗茘莅莚莪莟莢莖茣莎莇莊荼莵荳荵莠莉莨菴萓
69蕁蘂蕋蕕薀薤薈薑薊薨蕭薔薛藪薇薜蕷蕾薐藉薺藏薹藐藕藝藥藜藹蘊蘓蘋
6A蝓蝣蝪蠅螢螟螂螯蟋螽蟀蟐雖螫蟄螳蟇蟆螻蟯蟲蟠蠏蠍蟾蟶蟷蠎蟒蠑蠖蠕
6B襦襤襭襪襯襴襷襾覃覈覊覓覘覡覩覦覬覯覲覺覽覿觀觚觜觝觧觴觸訃訖訐
6C譟譬譯譴譽讀讌讎讒讓讖讙讚谺豁谿豈豌豎豐豕豢豬豸豺貂貉貅貊貍貎貔
6D蹇蹉蹌蹐蹈蹙蹤蹠踪蹣蹕蹶蹲蹼躁躇躅躄躋躊躓躑躔躙躪躡躬躰軆躱躾軅
6E遏遐遑遒逎遉逾遖遘遞遨遯遶隨遲邂遽邁邀邊邉邏邨邯邱邵郢郤扈郛鄂鄒
6F錙錢錚錣錺錵錻鍜鍠鍼鍮鍖鎰鎬鎭鎔鎹鏖鏗鏨鏥鏘鏃鏝鏐鏈鏤鐚鐔鐓鐃鐇
70陝陟陦陲陬隍隘隕隗險隧隱隲隰隴隶隸隹雎雋雉雍襍雜霍雕雹霄霆霈霓霎
71顱顴顳颪颯颱颶飄飃飆飩飫餃餉餒餔餘餡餝餞餤餠餬餮餽餾饂饉饅饐饋饑
72髻鬆鬘鬚鬟鬢鬣鬥鬧鬨鬩鬪鬮鬯鬲魄魃魏魍魎魑魘魴鮓鮃鮑鮖鮗鮟鮠鮨鮴
73鵝鵞鵤鵑鵐鵙鵲鶉鶇鶫鵯鵺鶚鶤鶩鶲鷄鷁鶻鶸鶺鷆鷏鷂鷙鷓鷸鷦鷭鷯鷽鸚
74堯槇遙瑤凜熙
75
76
77
78
79
7A
7B
7C
7D
7E
7F

外字登録エリア７７２１Ｈ ～ ７Ａ７ＥＨ
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第2バイト(16進)
41 42 43 44 45 46 47 48 49 4A 4B 4C 4D 4E 4F 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 5A 5B 5C 5D 5E 5F 60

第 50仭仟价伉佚估佛佝佗佇佶侈侏侘佻佩佰侑佯來侖儘俔俟俎俘俛俑俚俐俤俥
1 51兪兮冀冂囘册冉冏冑冓冕冖冤冦冢冩冪冫决冱冲冰况冽凅凉凛几處凩凭凰
バ52卅丗卉卍凖卞卩卮夘卻卷厂厖厠厦厥厮厰厶參簒雙叟曼燮叮叨叭叺吁吽呀
イ53啻啾喘喞單啼喃喩喇喨嗚嗅嗟嗄嗜嗤嗔嘔嗷嘖嗾嗽嘛嗹噎噐營嘴嘶嘲嘸噫
ト54堊埖埣堋堙堝塲堡塢塋塰毀塒堽塹墅墹墟墫墺壞墻墸墮壅壓壑壗壙壘壥壜
（55嫣嫗嫦嫩嫖嫺嫻嬌嬋嬖嬲嫐嬪嬶嬾孃孅孀孑孕孚孛孥孩孰孳孵學斈孺宀它
1 56崛崑崔崢崚崙崘嵌嵒嵎嵋嵬嵳嵶嶇嶄嶂嶢嶝嶬嶮嶽嶐嶷嶼巉巍巓巒巖巛巫
6 57彖彗彙彡彭彳彷徃徂彿徊很徑徇從徙徘徠徨徭徼忖忻忤忸忱忝悳忿怡恠怙
進58愾愨愧慊愿愼愬愴愽慂慄慳慷慘慙慚慫慴慯慥慱慟慝慓慵憙憖憇憬憔憚憊
）59拜拌拊拂拇抛拉挌拮拱挧挂挈拯拵捐挾捍搜捏掖掎掀掫捶掣掏掉掟掵捫捩

5A攸畋效敖敕敍敘敞敝敲數斂斃變斛斟斫斷旃旆旁旄旌旒旛旙无旡旱杲昊昃
5B杼杪枌枋枦枡枅枷柯枴柬枳柩枸柤柞柝柢柮枹柎柆柧檜栞框栩桀桍栲桎梳
5C楞楝榁楪榲榮槐榿槁槓榾槎寨槊槝榻槃榧樮榑榠榜榕榴槞槨樂樛槿權槹槲
5D歔歛歟歡歸歹歿殀殄殃殍殘殕殞殤殪殫殯殲殱殳殷殼毆毋毓毟毬毫毳毯麾
5E涸淆淬淞淌淨淒淅淺淙淤淕淪淮渭湮渮渙湲湟渾渣湫渫湶湍渟湃渺湎渤滿
5F濮濛瀉瀋濺瀑瀁瀏濾瀛瀚潴瀝瀘瀟瀰瀾瀲灑灣炙炒炯烱炬炸炳炮烟烋烝烙
60狒狢狠狡狹狷倏猗猊猜猖猝猴猯猩猥猾獎獏默獗獪獨獰獸獵獻獺珈玳珎玻
61畫畭畸當疆疇畴疊疉疂疔疚疝疥疣痂疳痃疵疽疸疼疱痍痊痒痙痣痞痾痿痼
62眩眤眞眥眦眛眷眸睇睚睨睫睛睥睿睾睹瞎瞋瞑瞠瞞瞰瞶瞹瞿瞼瞽瞻矇矍矗
63秡秣稈稍稘稙稠稟禀稱稻稾稷穃穗穉穡穢穩龝穰穹穽窈窗窕窘窖窩竈窰窶
64篩簑簔篦篥籠簀簇簓篳篷簗簍篶簣簧簪簟簷簫簽籌籃籔籏籀籐籘籟籤籖籥
65總綢綯緜綸綟綰緘緝緤緞緻緲緡縅縊縣縡縒縱縟縉縋縢繆繦縻縵縹繃縷縲
66譱翅翆翊翕翔翡翦翩翳翹飜耆耄耋耒耘耙耜耡耨耿耻聊聆聒聘聚聟聢聨聳
67臍臑臙臘臈臚臟臠臧臺臻臾舁舂舅與舊舍舐舖舩舫舸舳艀艙艘艝艚艟艤艢
68菫菎菽萃菘萋菁菷萇菠菲萍萢萠莽萸蔆菻葭萪萼蕚蒄葷葫蒭葮蒂葩葆萬葯
69藾藺蘆蘢蘚蘰蘿虍乕虔號虧虱蚓蚣蚩蚪蚋蚌蚶蚯蛄蛆蚰蛉蠣蚫蛔蛞蛩蛬蛟
6A蠢蠡蠱蠶蠹蠧蠻衄衂衒衙衞衢衫袁衾袞衵衽袵衲袂袗袒袮袙袢袍袤袰袿袱
6B訌訛訝訥訶詁詛詒詆詈詼詭詬詢誅誂誄誨誡誑誥誦誚誣諄諍諂諚諫諳諧諤
6C豼貘戝貭貪貽貲貳貮貶賈賁賤賣賚賽賺賻贄贅贊贇贏贍贐齎贓賍贔贖赧赭
6D軈軋軛軣軼軻軫軾輊輅輕輒輙輓輜輟輛輌輦輳輻輹轅轂輾轌轉轆轎轗轜轢
6E鄙鄲鄰酊酖酘酣酥酩酳酲醋醉醂醢醫醯醪醵醴醺釀釁釉釋釐釖釟釡釛釼釵
6F鐐鐶鐫鐵鐡鐺鑁鑒鑄鑛鑠鑢鑞鑪鈩鑰鑵鑷鑽鑚鑼鑾钁鑿閂閇閊閔閖閘閙閠
70霑霏霖霙霤霪霰霹霽霾靄靆靈靂靉靜靠靤靦靨勒靫靱靹鞅靼鞁靺鞆鞋鞏鞐
71饒饌饕馗馘馥馭馮馼駟駛駝駘駑駭駮駱駲駻駸騁騏騅駢騙騫騷驅驂驀驃騾
72鯀鯊鮹鯆鯏鯑鯒鯣鯢鯤鯔鯡鰺鯲鯱鯰鰕鰔鰉鰓鰌鰆鰈鰒鰊鰄鰮鰛鰥鰤鰡鰰
73鸛鸞鹵鹹鹽麁麈麋麌麒麕麑麝麥麩麸麪麭靡黌黎黏黐黔黜點黝黠黥黨黯黴
74
75
76
77
78
79
7A
7B
7C
7D
7E
7F
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第2バイト(16進)
61 62 63 64 65 66 67 68 69 6A 6B 6C 6D 6E 6F 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 7A 7B 7C 7D 7E

第 50倚倨倔倪倥倅伜俶倡倩倬俾俯們倆偃假會偕偐偈做偖偬偸傀傚傅傴傲
1 51凵凾刄刋刔刎刧刪刮刳刹剏剄剋剌剞剔剪剴剩剳剿剽劍劔劒剱劈劑辨
バ52听吭吼吮吶吩吝呎咏呵咎呟呱呷呰咒呻咀呶咄咐咆哇咢咸咥咬哄哈咨
イ53噤嘯噬噪嚆嚀嚊嚠嚔嚏嚥嚮嚶嚴囂嚼囁囃囀囈囎囑囓囗囮囹圀囿圄圉
ト54壤壟壯壺壹壻壼壽夂夊夐夛梦夥夬夭夲夸夾竒奕奐奎奚奘奢奠奧奬奩
（55宦宸寃寇寉寔寐寤實寢寞寥寫寰寶寳尅將專對尓尠尢尨尸尹屁屆屎屓
1 56已巵帋帚帙帑帛帶帷幄幃幀幎幗幔幟幢幤幇幵并幺麼广庠廁廂廈廐廏
6 57怐怩怎怱怛怕怫怦怏怺恚恁恪恷恟恊恆恍恣恃恤恂恬恫恙悁悍惧悃悚
進58憑憫憮懌懊應懷懈懃懆憺懋罹懍懦懣懶懺懴懿懽懼懾戀戈戉戍戌戔戛
）59掾揩揀揆揣揉插揶揄搖搴搆搓搦搶攝搗搨搏摧摯摶摎攪撕撓撥撩撈撼

5A旻杳昵昶昴昜晏晄晉晁晞晝晤晧晨晟晢晰暃暈暎暉暄暘暝曁暹曉暾暼
5B栫桙档桷桿梟梏梭梔條梛梃檮梹桴梵梠梺椏梍桾椁棊椈棘椢椦棡椌棍
5C槧樅榱樞槭樔槫樊樒櫁樣樓橄樌橲樶橸橇橢橙橦橈樸樢檐檍檠檄檢檣
5D氈氓气氛氤氣汞汕汢汪沂沍沚沁沛汾汨汳沒沐泄泱泓沽泗泅泝沮沱沾
5E渝游溂溪溘滉溷滓溽溯滄溲滔滕溏溥滂溟潁漑灌滬滸滾漿滲漱滯漲滌
5F焉烽焜焙煥煕熈煦煢煌煖煬熏燻熄熕熨熬燗熹熾燒燉燔燎燠燬燧燵燼
60珀珥珮珞璢琅瑯琥珸琲琺瑕琿瑟瑙瑁瑜瑩瑰瑣瑪瑶瑾璋璞璧瓊瓏瓔珱
61瘁痰痺痲痳瘋瘍瘉瘟瘧瘠瘡瘢瘤瘴瘰瘻癇癈癆癜癘癡癢癨癩癪癧癬癰
62矚矜矣矮矼砌砒礦砠礪硅碎硴碆硼碚碌碣碵碪碯磑磆磋磔碾碼磅磊磬
63竅竄窿邃竇竊竍竏竕竓站竚竝竡竢竦竭竰笂笏笊笆笳笘笙笞笵笨笶筐
64籬籵粃粐粤粭粢粫粡粨粳粲粱粮粹粽糀糅糂糘糒糜糢鬻糯糲糴糶糺紆
65縺繧繝繖繞繙繚繹繪繩繼繻纃緕繽辮繿纈纉續纒纐纓纔纖纎纛纜缸缺
66聲聰聶聹聽聿肄肆肅肛肓肚肭冐肬胛胥胙胝胄胚胖脉胯胱脛脩脣脯腋
67艨艪艫舮艱艷艸艾芍芒芫芟芻芬苡苣苟苒苴苳苺莓范苻苹苞茆苜茉苙
68葹萵蓊葢蒹蒿蒟蓙蓍蒻蓚蓐蓁蓆蓖蒡蔡蓿蓴蔗蔘蔬蔟蔕蔔蓼蕀蕣蕘蕈
69蛛蛯蜒蜆蜈蜀蜃蛻蜑蜉蜍蛹蜊蜴蜿蜷蜻蜥蜩蜚蝠蝟蝸蝌蝎蝴蝗蝨蝮蝙
6A裃裄裔裘裙裝裹褂裼裴裨裲褄褌褊褓襃褞褥褪褫襁襄褻褶褸襌褝襠襞
6B諱謔諠諢諷諞諛謌謇謚諡謖謐謗謠謳鞫謦謫謾謨譁譌譏譎證譖譛譚譫
6C赱赳趁趙跂趾趺跏跚跖跌跛跋跪跫跟跣跼踈踉跿踝踞踐踟蹂踵踰踴蹊
6D轣轤辜辟辣辭辯辷迚迥迢迪迯邇迴逅迹迺逑逕逡逍逞逖逋逧逶逵逹迸
6E釶鈞釿鈔鈬鈕鈑鉞鉗鉅鉉鉤鉈銕鈿鉋鉐銜銖銓銛鉚鋏銹銷鋩錏鋺鍄錮
6F閨閧閭閼閻閹閾闊濶闃闍闌闕闔闖關闡闥闢阡阨阮阯陂陌陏陋陷陜陞
70鞜鞨鞦鞣鞳鞴韃韆韈韋韜韭齏韲竟韶韵頏頌頸頤頡頷頽顆顏顋顫顯顰
71驕驍驛驗驟驢驥驤驩驫驪骭骰骼髀髏髑髓體髞髟髢髣髦髯髫髮髴髱髷
72鱇鰲鱆鰾鱚鱠鱧鱶鱸鳧鳬鳰鴉鴈鳫鴃鴆鴪鴦鶯鴣鴟鵄鴕鴒鵁鴿鴾鵆鵈
73黶黷黹黻黼黽鼇鼈皷鼕鼡鼬鼾齊齒齔齣齟齠齡齦齧齬齪齷齲齶龕龜龠
74
75
76
77
78
79
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制限事項

電源について

・電源は必ず AC100V(50Hz または 60Hz)を使用してください。

・電源コードの抜き差しは、電源スイッチを必ずオフにして、プラグの部分を持って行ってください。電

源コードは引っ張らないでください。

・電源オフ後再び電源オンする場合、5 秒以上間隔を開けて電源をオンしてください。

・5 秒以内に再びオンにすると電源がオンできない場合があります。電源がオンできなくなった場合は、

一度オフして 30 秒以上たってからオンにしてください。

万一、プリンターから発熱・異臭・異常音が発生したら、すぐに電源を切断した上で、保守

会社へご連絡ください。

感電や発火・発煙のおそれがあります。

設置場所について

湿気やほこりの多い場所での使用

浴槽、洗面台、台所の流し台、洗濯機など、水を使用する場所の近傍、湿気の多い地下室、

水泳プールの近傍やほこりの多い場所では使用しないでください。電気絶縁の低下によって

火災や感電の原因になります。

・長時間直射日光の当たる場所や、エアコンの前など極端に温度や湿度が変わる場所には設

置しないでください。

温度と湿度が、以下の範囲内の場所に設置してください。

周囲温度:5℃～40℃

周囲湿度:30％～80％（結露しないこと）

・水平で安定した場所に設置してください。

・ 通風口をふさがないでください。

・ 振動のある場所には設置しないでください。

・ 落としたり、ぶつけたりして衝撃を与えないでください。

・ ほこり、腐食性ガス、潮風にさらされる場所は避けてください。

・ 磁石はもちろん、テレビやスピーカーなど磁気の強いものの近くに設置しないでください。

・ 紙など燃えやすいものの上に設置しないでください。

・ 電圧、電源が急激に変動する場所は避けてください。

！　　警告

！　　警告
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プリンターの操作、日常点検、保守作業などを行うために下図の保守スペースを確保してく

ださい。

超音波加湿器をご使用のお客様へ

超音波加湿器に水道水や井戸水をご使用になると、水の中の不純物が白い粉となり、装置の内部に付着し

て誤動作等の原因になります。特に長時間連続して加湿器をお使いになる場合は、加湿器用純水器のご使

用をお勧めします。

ご使用時について

・用紙なしで印刷しないでください。また、用紙のない領域へは印刷しないでださい。印刷ヘッドを傷つ

けることがあります。

・専用インクリボンを使用してください。ほかのインクリボンを使用すると、印字ヘッドピンの寿命を早

める恐れがあります。

・用紙は、規格内のものを使用してください。

・インクリボン交換時、インクリボンがたるんでいないことを確認してから動作させてください。

・プリンター内に、クリップや虫ピンなどの異物を落とさないようにしてください。

・動作中(電源投入時)には、プリンター内部に手や、異物を入れないでください。

・プリンターを分解しないでください。故障の原因となる場合があります。

・印刷中は、絶対にトップカバーを開けないでください。

・紙送り量のバラツキなどで、次のように一部が欠けるような印刷になることが

あります。ベタ印刷で目立ちますが、異常ではありません。

・ 縦倍角文字やイメージモードなどのように 1 つの文字が 2 行分以上にまたがると、次のようにつまった

り、空いて印刷されることがあります。文字内で紙送り(改行)が起こるため、用紙送り精度のわずかな誤

差で発生します。

重要度の高い伝票や書類などへの数字や文字の印刷は、プリンター搭載フォントを使用し印刷してくだ

さい。

単位：ｍｍ

プリンター

830

830

700700

(前面)
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・ページ保証機能をサポートしていないため、用紙下端近辺にて印刷が遅くなり、ページの途中で印刷が

停止します。

・逆方向への紙送りをともなう印刷を行った場合、印刷性能と印刷精度が低下します。また、用紙障害の

原因となりますので、逆方向への紙送りをともなう印刷はしないようにしてください。

・印刷性能の向上のために、改行コマンドなどで最終行の印刷を終了すると、約４秒間次のデータが送ら

れてくるのを待ってから最終行を印刷します。

印刷性能向上のために、改頁コマンドにて最終行の印刷を終了するようにしてください。

有償交換部品のご案内

プリンターでは、交換部品として以下のものが用意されています。有償交換部品の交換は専門の保守員が

行います。お客様での交換はできませんので、本プリンターのお買い求め先などへ依頼してください。な

お、交換部品は有償となります。

・有償交換部品を交換しないと、きちんと印刷できなくなるだけでなく、用紙ジャムなどの原因となり故

障が多くなることがあります。

・有償交換部品の寿命は、プリンターの設置環境や稼動条件などにより、寿命より早く交換が必要になる

場合があります。

　　　　　　　　　有償交換部品

部品名 交換の目安

トラクタボディークミ（Ｒ） 約 2400 万行

トラクタボディークミ（Ｌ） 約 2400 万行

ジョデンシート（３） 約 1400 万行

ハンマキコウブ 約 3800 万行

リボンセパレータクミ 約 1080 万行

タイミングベルト（140MXL） 約 2600 万行

タイミングベルト（265MXL） 約 2600 万行

交換目安の稼動条件

・パワーオン時間：一ヶ月あたり 200 時間

・印刷時間：一ヶ月あたり 40 時間

有償部品の廃棄については、法令・条例に従って産業廃棄物としてお客様にて処分をお願いし
ます。

！　　警告
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